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平成13年度海外登山基金助成対象3隊の

ヒマラヤ・チベット登山

今年度の海外登 山基金助成 は、応募のあ った 4団体 について平
成 14年 1月 、海外 登 山基金 委員会 で審査 しま した。応募 要項 の
「困難 を求 めての挑戦 、発想の新 しさ、夢大 いな る計画 ……」 に

則 した登山隊 とい うことで以下の 3隊に決定 しま した。
●日印合 同東 カ ラ コル ム踏 査 ・パ ドマナ ブ登 山 隊 2002 日本
側隊長 ・坂丼広志  助成金 80万円
●桜 門山岳会 サ ンル ン登 山隊 2002 隊長 ・中村進  助成金 50
万 円

●同志社大学山岳会 チベ ッ ト・ヤル ツ アンポ河源流域登山隊

2002 隊長 ・和 田豊司 助成金 30万円
それぞれの登 山隊は準備 に忙殺 されている と思われ ますが、

安全で実 り多い登山の成果を期待 しています。

海外登山基金委員会

昨
年
夏
、
イ
ン
ド
の
ハ
リ
シ
ュ
・
力
　
＞

パ
デ
イ
ア
氏
か
ら
日
本
山
岳
会
に

一
通
　
Ｈ

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
ハ
リ
シ

動
　
ュ
ｏカ
パ
デ
イ
ア
氏
は
日
本
山
岳
会
と

彩
　
な
じ
み
が
深
く
、
何
度
も
来
日
さ
れ
て

影
　

ぃ
ま
す
。
ザ

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ヤ
ー

最Ｇ
　

ナ
ル
の
編
集
長
を
長
年
務
め
て
お
り
、

祥画
　

元
Ｉ
Ｍ
Ｆ

（イ
ン
ド
登
山
財
団
）
副
会

ル
　

長
、
ザ

・
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ク
ラ
ブ
の
名

コ

ル
　
誉
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
の
内

疎
　
容
は
２
０
０
２
年
に
日
本
・イ
ン
ド
合

朔
　

同
隊
で
東
カ
ラ
コ
ル
ム
山
域
踏
査
を
行

量
　
お
う
と
い
う
提
案
で
し
た
。

リ
　

　

イ
ン
ド
北
西
部
の
レ
ー
を
起
点
と
し

て
シ
ャ
イ
ヨ
ー
ク
川
を
遡
り
、
カ
ラ
コ

ル
ム
峠
を
往
復
、
中
央
リ
モ
氷
河
を
進

日
印
含
同
で
東
カ
ラ
コ
ル
ム
ヘ

日
印
含
同
カ
ラ
コ
ル
ム
踏
査
・
パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊
２
０
０
２
　
隊
長
・
坂
丼
　
広
志
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み
、
イ
タ
リ
ア
ン

ｏ
コ
ル
を
越
え
て
テ

ラ
ム

ｏ
シ
ェ
ー
ル
氷
原
を
踏
査
。
帰
路

は
シ
ア
チ
エ
ン
氷
河
か
ら
ヌ
ブ
ラ
谷
を

下
降
し
、
再
び
レ
ー
ヘ
戻
る
と
い
う
ル

ー
ト
で
す
。
踏
査
す
る
総
延
長
距
離
は

約
３
０
０
キ
ロ
に
も
な
り
、
特
に
中
央
ア

ジ
ア
と
イ
ン
ド
を
結
ぶ
重
要
な
隊
商
路

で
あ

っ
た
シ
ャ
イ
ヨ
ー
ク
谷
や
カ
ラ
コ

ル
ム
峠
は
１９
世
紀
か
ら
２０
世
紀
に
か
け

世
界
の
探
検
隊
が
苦
労
し
て
通
過
し
た

歴
史
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
を
た
ど
っ
た
日
本
人
の
足
跡
は

極
め
て
少
な
く
、
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
の
通

過
は
２０
世
紀
初
頭
に
日
野
強
や
橘
瑞
超

な
ど
わ
ず
か
３
名
。
登
山
に
関
し
て
は

１
９
７
０
年
代
ま
で
パ
キ
ス
タ
ン
側
よ

リ
シ
ア
チ
エ
ン
氷
河
の
未
踏
の
７
０
０

０
口川
峰
に
大
学
山
岳
部
が
中
心
で
遠
征

隊
を
出
し
た
あ
と
、
１
９
８
０
年
代
に

入
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
が
イ
ン
ド
隊
と

合
同
で
リ
モ
、
マ
モ
ス
ト
ン
な
ど
残
さ

れ
た
７
０
０
０
日川
峰
を
初
登
頂
し
た
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
カ
ラ
コ
ル
ム
の
こ
れ
ら
の
山
群
や

峠
を
大
き
く
巡
る
探
検
的
要
素
の
大
き

い
こ
の
魅
力
的
な
提
案
に
対
し
、
日
本

山
岳
会
は
テ
ラ
ム

・
シ
ェ
ー
ル
氷
原
上

の
未
踏
峰

「パ
ド
マ
ナ
ブ
」
（７
０
３
０

肝
）
登
山
を
加
え
て
、
計
画
賛
同
の

返
信
を
送
り
ま
し
た
。

現
在
こ
の
地
域
は
イ
ン
ド
の
実
効

支
配
地
で
あ
る
と
は
い
え
、
踏
査
ル

ー
ト
は
政
府
や
郡
の
特
別
許
可
な
し

に
は
入
域
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
昨

年
夏
、
こ
の
提
案
を
受
け
た
あ
と
、

９
月
Ｈ
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
テ
ロ

事
件
が
発
生
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
と
と
も
に
隣
接
各
国
は
緊
張
度
を

高
め
、
そ
の
影
響
で
イ
ン
ド

・
パ
キ

ス
タ
ン
も
長
年
の
問
題
地
域
で
あ
る

カ
シ
ミ
ー
ル
紛
争
が
再
発
。
イ
ン
ド

側
の
状
況
を
確
認
す
べ
く
、
昨
年
末

に
私
が
ム
ン
バ
イ
在
住
の
カ
パ
デ
イ

ア
氏
に
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、
目
的

の
山
域
は
紛
争
地
域
よ
り
か
な
り
北
に

あ
り
、
政
府
や
郡
は
許
可
を
出
す
見
通

し
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
は
５
月
か
ら
７
月
ま
で

２
カ
月
間
で
す
。
イ
ン
ド
側
は
カ
パ
デ

イ
ア
氏
が
率
い
る
ム
ン
バ
イ
の
地
元
山

岳
会
か
ら
５
名
、
日
本
山
岳
会
か
ら
も

５
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

日
本
山
岳
会
と
イ
ン
ド
と
の
登
山
交

流
は
古
く
、
１
９
７
６
年
に
ナ
ン
ダ

・

デ
ビ
イ
の
初
縦
走
登
山
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
国
連
が
提
唱
す
る

「国
際
山
岳

年
」
で
も
あ
り
、
世
界
の
未
踏
査
地
域

の
将
来

へ
の
展
望
を
考
え
る
上
で
重
要

な
計
画
内
容
で
あ
り
、
日
本
山
岳
会
と

し
て
久
々
に
合
同
登
山
を
行
う
チ
ヤ
ン

ス
到
来
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
年
越
し
の
サ
ン
ル
ン
峰
ヘ

桜
門
山
岳
会
サ
ン
ル
ン
登
山
隊
２
０
０
２
　
隊
長
上
甲
村
　
進

こ
の
計
画
は
昨
年
の
秋
に
実
行
す
る

予
定
で
し
た
が
、
日
本
出
発
１
週
間
前

に
至
っ
て
中
国
か
ら

「来
年
に
し
て
ほ

し
い
」
と
通
達
が
あ
り
、
や
む
な
く
本

年
に
延
期
し
た
登
山
で
す
。
原
因
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
発
生
し
た
テ
ロ
事
件

に
よ
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ

バ
ン
政
権
と
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
状
態
に

入
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
国
境
を
接

す
る
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
そ
の
隣

の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
な
ど
が
中
国
解
放

軍
に
よ
っ
て
警
戒
態
勢
に
入
っ
た
た
め

で
し
た
。

未
踏
峰
サ
ン
ル
ン
（７
０
９
５
厨
）
は

区
都
ラ
サ
の
東
方
３
０
０
キ
ロ、
ヤ
ル
ツ

ア
ン
ポ
川
が
南
へ
屈
曲
す
る
内
側
に
あ

り
、
聖
峰
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
東
８
キ
ロ

の
稜
線
に
屹
立
す
る
鋭
峰
で
す
。
現
在

も
未
解
放
地
区
で
あ
る
そ
こ
は
、
特
に

警
戒
が
厳
し
く
布
か
れ
た
の
で
し
た
。

今
年
は
ア
メ
リ
カ
と
タ
リ
バ
ン
政
権
と

の
戦
争
も
終
わ
り
、
事
態
は
好
転
し
て

き
て
お
り
、
中
国
登
山
協
会
も
心
配
な

い
で
あ
ろ
う
と
言
つ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

時
の
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
他
国

で
の
登
山
、
し
か
も
特
別
な
許
可
を
得

て
の
登
山
で
す
の
で
、
チ
ヤ
ン
ス
を
う

ま
く
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
サ
ン
ル
ン
峰
が
人
跡
未
踏
の

山
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
写
真
が
あ
る
だ

け
で
、
登
山
資
料
は
皆
無
と
昨
年
の
本

誌
に
書
き
ま
し
た
が
、
登
頂
ル
ー
ト
に

ヽ

．



関
し
て
は
慎
重
に
検
討
し
、
柔
軟
に
対

応
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
計
画
と
は
別

の
ル
ー
ト
を
採
用
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　
一
方
、
こ
の
山
域
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

も
天
候
が
非
常
に
不
安
定
な
と
こ
ろ
で

あ
り
、
晴
天
を
い
か
に
つ
か
む
か
が
登

頂
成
功

へ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ

う
で
す
。

な
お
、
日
本
山
岳
会
海
外
登
山
基
金

委
員
会
に
は
、
助
成
金
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
総
隊
長

・
尾
上
昇
、
隊
長

・
中
村
進

以
下
登
攀
隊
員
６
名
。
日
程

（予
定
）
・

出
発
９
月
２４
日
、
帰
国

ｏ
Ｈ
月
１６
日
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ロ
ン
ラ
イ
カ
ン
リ
峰
初
登
頂
を
目
指
し
て

で
き
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
側
で
は
カ
ン
テ

イ
ヒ
マ
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
わ
れ
わ
れ
と

同
時
期
と
な
る
９８
年
に
「大
阪
山
の
会
」

が
偶
然
に
も
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
試
登
し

て
い
ま
し
た
。

今
夏
の
計
画
で
は
、

ロ
ン
ラ
イ
カ
ン

リ
初
登
頂
を
目
指
す
こ
と
が
第

一
の
目

標
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
周
辺
流

域
カ
キ

ュ
チ

ュ
ー

（カ
キ

ュ
川
）
の
踏

査
を
実
施
し
て
地
理
的
空
白
域
の
解
明

を
図
る
所
存
で
す
。
ま
た
、

ヘ
デ
イ
ン

が
た
ど

っ
た
ク
ビ
ツ
ア
ン
ポ
源
流
域
周

辺
の
踏
査
も
実
施
し
て
、
そ
の
山
域
を

詳
細
に
レ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

帰
路
は
青
蔵

（チ
ャ
ン
タ
ン
）
高
原

を
完
全
横
断
し
、
チ
ベ
ッ
ト
内
陸
部
に

あ
る
ボ
ン
教
の
聖
湖
タ
ン
ラ
ユ
ム
ツ
ォ

と
、
そ
こ
に
響
え
る
聖
山
タ
ル
ゴ
カ
ン

リ
に
も
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
際
山
岳

年
に
あ
た
り
、
こ
の
登
山
が
日
中
友
好

親
善
を
よ
り
深
め
、
両
国
間
交
流
の

一

助
に
な
る
と
と
も
に
、
地
理
学
的
に
数

少
な
い
残
さ
れ
た
空
白
地
の
解
明
を
図

る
こ
と
で
、
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
源
流
域
探

検
史
に
終
止
符
を
打

つ
踏
査
が
行
え
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
援
助
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「あ
と
２
、
３
ビ
ッ
チ
で
Ａ
フ
ェ
ー
ス

基
部
に
着
き
そ
う
だ
」
と
西
田
に
声
を

か
け
た
瞬
間
、
突
然
、
何
の
前
触
れ
も

な
く
雪
面
が
大
き
く
動
き
出
し
た
。
と

っ
さ
に
表
層
雪
崩
と
わ
か
っ
た
が
、
同

時
に
頭
を
下
に
し
た
仰
向
け
の
状
態
で

吹
っ
飛
ば
さ
れ
た
。
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ

ー
ド
で
墜
ち
て
い
く
。
何
と
か
止
ま
っ

て
く
れ
、と
祈
り
な
が
ら
気
を
失
っ
た
。

１
９
９
８
年
９
月
３
日
。
初
登
頂
を

目
指
し
て
挑
ん
だ
ロ
ン
ラ
イ
カ
ン
リ
峰

（絨
来
康
日
峰
）
６
４
０
０
口川
付
近
で
、

ル
ー
ト
エ
作
中
の
隊
員
２
人
が
表
層
雪

崩
に
巻
き
込
ま
れ
、
負
傷
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
総
勢
４
人
の
小
さ
な
登
山
隊

の
挑
戦
は
、
頂
上
ま
で
５
０
０
い月
を
残

し
て
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
４
年
、
同
志
社
大
学
山
岳

会
は
再
び
ロ
ン
ラ
イ
カ
ン
リ
峰
初
登
頂

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
未
踏
峰
は
北
緯
２９
度
４６
分

・
東

経
８２
度
４５
分
に
位
置
し
、
標
高
は
６
８

５
９
厨
。
中
国
チ
ベ
ッ
ト
と
ネ
パ
ー
ル

の
国
境
に
答
え
、
チ
ベ
ッ
ト
の
動
脈
と

も
呼
ば
れ
る
大
河
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
＝
ブ

ラ
マ
プ
ト
ラ
の
源
流
域
タ
ム
チ
ョ
ツ
ァ

同
志
社
大
出干
Щ
缶
会
チ
ベ
ツ
ト
ｏ
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
河

源
流
域
登
山
隊
２
０
０
２
　
隊
長
ｏ
和
田
　
由亘
司

ン
ポ

（タ
ム
チ
ョ
カ
ン
バ
ブ
と
も
呼
ば

れ
る
）
に
お
い
て
、
も

っ
と
も
標
高
が

高
い
山
に
な
り
ま
す
。

こ
の
山
に
興
味
を
持

っ
た
き
っ
か
け

は
、
８５
年
に
同
志
社

・
京
大
合
同
で
挑

ん
だ
ナ
ム
ナ
ニ
峰
報
告
書
に
載

っ
た
１

枚
の
写
真
で
し
た
。
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
源

流
の
山
々
と
題
し
て
パ
ノ
ラ
マ
写
真
に

小
さ
く
写
っ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
以

外
は
詳
し
い
資
料
も
な
く
、
山
名
も
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
辺
の
山

容
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
は
２０
世
紀
初

頭
に
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
探
検
家
ス
ウ

エ
ン

・
ヘ
デ
イ
ン
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
ロ
ン
ラ
イ
カ
ン
リ
以
西
の
ク

ビ
ツ
ア
ン
ポ
源
流
域
に
つ
い
て
の
み
触

れ
て
い
た
た
め
、
同
峰
は
な
ぞ
の
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
９７
年
夏
、
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
源

流
域
に
偵
察
隊
を
派
遣
し
た
結
果
、　
一

つ
ひ
と
つ
謎
を
解
き
な
が
ら
、
同
峰
を

特
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
将

棋
の
駒
を
立
て
た
よ
う
な
台
形
状
の
山

容
で
、
分
厚
い
雲
を
い
た
だ
く
そ
の
突

冗
と
し
た
独
立
峰
は
、
タ
ム
チ
ョ
ツ
ア

ン
ポ
沿
い
の
車
道
か
ら
も
望
む
こ
と
が

(3)
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ローツェ南壁 最高到達点は7600m

冬
期
□
―
ツ
ェ
南
壁
を
目
指
し
て

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
２
０
０
１

隊
長

・
田
辺
　
治

員
８
名
の
う
ち
、
名
塚
を
除
く
７
名
は

チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
の
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
に

向
か
い
、
１０
月
９
日
と
Ｈ
日
の
２
次
に

分
か
れ
て
６
名
が
登
頂
。
名
塚
は
本
人

の
強
い
希
望
に
よ
リ
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
で
順

応
登
山
を
行
い
、
１０
月
Ｈ
日
登
頂
し
た
。

し
か
し
高
所
順
応
登
山
が
終
了
し
た

段
階
で
、
隊
員
８
名
の
う
ち
主
力
の
３

名
が
リ
タ
イ
ア
ま
た
は
不
調
と
な

っ
て

し
ま
っ
た
。
名
塚
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
で
凍

■
登
山
隊
員
の
リ
タ
イ
ア
が
続
く

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
は
１
９
９
７

年
に
Ｋ
２
の
西
稜
か
ら
西
壁
へ
抜
け
る

新
ル
ー
ト
に
成
功
し
て
以
来
、
次
の
目

標
を
探
し
て
き
た
。

そ
し
て
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
の
冬
期
初
登

攀
に
目
標
を
定
め
、
本
番
の
登
山
を
短

期
間
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
２
０
０
１

年
秋
に
高
所
順
応
登
山
を
行

っ
た
。
隊

傷
を
負
い
不
参
加
、
鈴
木
は
腰
痛
が
ひ

ど
く
、
飛
田
は
脳
血
栓
が
疑
わ
れ
る
症

状
で
、
実
質
的
な
登
攀
隊
員
は
５
名
の

み
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

■
最
高
到
達
点
は
７
６
０
０
屑

登
山
隊
は
Ｈ
月
９
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ

を
出
発
し
、
Ｈ
月
１４
日
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁

の
ふ
も
と
の
５
２
０
０
い
川
地
点
に
Ｂ
Ｃ

を
建
設
し
た
。
Ｈ
月
１９
日
よ
り
下
部
の

ル
ー
ト
エ
作
を
始
め
、
２３
日
に
６
４
０

０
い
川
の
Ｃ
ｌ
予
定
地
に
達
し
た
。

し
か
し
当
初
考
え
て
い
た
Ｃ
ｌ

（６

４
０
０
肝
）
は
落
石
落
氷
が
ひ
ど
く
、

５
９
０
０
口
月
に
Ｃ
ｌ
を
置
く
こ
と
に
決

定
し
、
２８
日
ま
で
シ
ェ
ル
パ
に
よ
る
荷

上
げ
を
行

っ
た
。
ル
ー
ト
は
左
手
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
装
か
ら
氷
雪
壁
を
右
上
す
る
予

定
だ

っ
た
が
、
落
石
が
ひ
ど
い
た
め
、

１
９
８
１
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

・
ル

ー
ト
を
と

っ
た
。

冬
期
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を
待

っ
て
、

１２
月
１
日
Ｃ
ｌ
を
建
設
し
た
。
Ｃ
ｌ
の

上
は
１
５
０
”川
ほ
ど
の
困
難
な

ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
を
登
り
、
特
徴
的
な
雪
稜
を
た

ど
る
。
６
４
０
０
い
川
か
ら
６
６
０
０
Ｍ川

の
く
び
れ
た
部
分
は
落
石
が
特
に
ひ
ど

く
、
ル
ー
ト
エ
作
中
３
名
が
打
撲
傷
を

負

っ
た
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
落
石
の
危
険
を

避
け
る
た
め
、
朝
４
時
に
Ｃ
ｌ
を
出
発

し
て
ル
ー
ト
エ
作
を
行

っ
た
。
寒
さ
は

特
注
の
羽
毛
の
つ
な
ぎ
を
着
て
い
れ
ば

ら
く
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に

荷
上
げ
シ
ェ
ル
パ
は
、
Ｃ
ｌ
を
夜
中
の

１
時
に
出
て
、
Ｃ
２
ま
で
往
復
す
る
よ

う
に
な

っ
た
。
ほ
ぼ
忠
実
に
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア

・
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
１２
月
６

日
７
１
０
０
Ｍ川
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
嚢
を
削

っ

て
Ｃ
２
を
建
設
し
た
。

８
日
、
Ａ
パ
ー
テ
ィ
ー
（大
谷
、
花

谷
、
ダ

ワ
チ
リ
、
ツ

ェ
リ
ン
ド
ル
ジ

ェ
）
は
、
ユ
ー
ゴ
隊
が
Ｃ
４
を
お
い
た

雪
の
コ
ル
（７
３
５
０
厨
）
の
１
ピ
ツ
チ

上
ま
で
ル
ー
ト
を
延
ば
し
た
。
さ
ら
に

Ｈ
日
Ｂ
パ
ー
テ
ィ
ー
（田
辺
、
三
好
、

ミ
ン
マ
チ
リ
、
ニ
マ
ギ
ャ
ル
ツ
エ
ン
）

は
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
の
喉
に
あ
た
る
部
分

を
突
破
し
て
雪
の
大
斜
面
に
出
た
。
ル

ー
ト
の
岩
壁
部
分
に
は
合
計
３
台
の
ワ

イ
ヤ
ー
ラ
ダ
ー
が
残

っ
て
い
て
、
ュ
ー

ゴ
隊
の
苦
闘
の
跡
が
し
の
ば
れ
た
。

Ｂ
Ｃ
入
り
し
て
以
来
ず

っ
と
晴
天
が

続
い
て
い
た
が
、
１２
月
１５
日
初
め
て
ロ

ー
ツ
ェ
南
壁
に
雪
雲
が
か
か
り
、
Ｂ
Ｃ

で
も
降
雪
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｃ
２

入
り
し
て
い
た
Ａ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
Ｂ
Ｃ

へ
降
ろ
す
こ
と
に
な

っ
た
。

Ｂ
パ
ー
テ
イ
ー
が
ル
ー
ト
エ
作
を
再

開
し
た
の
は
１８
日
で
あ
る
。
Ｃ
２
は
非

(4)
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第5回「秩父宮記念山岳賞」の推薦

秩父宮記念山岳賞審査委員会

第5回 「秩父宮記念山岳賞」の推薦を下記の

とお り受け付けています。多数の推薦をお待ち

しています。

1。 表彰対象分野

イ 登山活動
口 山に関する文化活動

2。 推薦方法

当初の 「本人の応募 と推薦者の推薦」 という

方法か ら、第 3回 より「推薦者の業績提出によ

り推薦」 という方法に変更 しました。詳細は秩

父宮記念山岳賞事務局へお問い合わせ ください。

3。 締め切 り

平成 14年 7月 31日

4。 提出先

日本山岳会内 秩父宮記念山岳賞事務局
expected

C2(7100m)か ら左がわれわれが登ったルー ト

常
に
寒
く
、
日
が
当
た
る
の
を
待
た
な

い
と
行
動
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

ル
ー
ト
の
先
端
に
着
く
の
が
遅
く
な
り
、

ル
ー
ト
の
延
び
が
悪
く
な

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
日
は
７
６
０
０
口
川
ま
で
ル
ー
ト
を

延
ば
し
て
終
了
し
た
が
、
結
果
的
に
こ

こ
が
わ
れ
わ
れ
の
最
高
到
達
点
と
な

っ

た
。
南
壁
を
横
断
す
る
イ

エ
ロ
ー
バ
ン

ド
の
直
下
で
あ
る
。

ま
た
喉
の
上
の
大
斜
面
は
落
石
が
ひ

ど
く
、
下
降
中
、
田
辺
が
打
撲
傷
を
負

っ
た
。

■
２
０
０
３
年
に
再
挑
戦

そ
し
て
１９
日
、
つ
い
に
恐
れ
て
い
た

冬
の
風
が
吹
き
出
し
た
。
Ｂ
パ
ー
テ
イ

ー
は
強
風
を
お
し
て
ル
ー
ト
エ
作
に
向

か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
追
い
返
さ
れ
て
し

ま

っ
た
。
翌
日
は
さ
ら
に
風
が
強
く
な

る
中
、
喉
の
部
分
ま
で
登

っ
た
が
、
す

さ
ま
じ
い
突
風
の
た
め
、
引
き
返
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

本
格
的
な
冬
の
風
が
吹
く
の
は
例
年

ク
リ
ス
マ
ス
ご
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
だ
少
し
時
間
が
あ
る
が
、
も
し
仮
に

２１
日
か
ら
２５
日
ま
で
無
風
快
晴
が
続
い

た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
戦
力
で
は

登
頂
す
る
の
は
不
可
能
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
日
撤
退

を
決
定
し
、
２２
日
全
員
無
事
に
Ｂ
Ｃ
に

下
山
し
た
。

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
の
試
み
は
不
成

功
に
終
わ

っ
た
が
、
１８
日
間
で
こ
の
壁

を
登
れ
る
よ
う
な
強
い
チ
ー
ム
で
あ
れ

ば
、
登
頂
の
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
で
は
、

２
０
０
３
年
１２
月
に
こ
の
壁
に
再
挑
戦

す
る
予
定
で
あ
る
。

隊
　
長
　
　
田
辺

副
隊
長
　
　
瀧
根

隊
　
員
　
　
飛
田
三
好
鈴
木
大
谷
日
佐
夫

花
谷
　
泰
広
幹  和 正
夫 学 夫 幹 治

25 32 34 35 55 50 40
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

%譴港じLAS TRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗荘アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐0008東京都新宿区三栄町23 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 54‐ 0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL06‐6946¨ 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F 'TEL052‐ 788‐ 2422
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講
演
会

「土
壌
微
生
物
の
活
動
に

依
存
す
る
自
然
の
浄
化
能
力
」

一
昨
年
末
の

「登
山
者
の
立
場
か
ら

山
の
ト
イ
ン
問
題
を
考
え
る
」
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
ト
イ
ン
が
な
い
場
所
で
の
排
泄

マ

ナ
ー
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

へ
の
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
応
え

て
、
２
月
１５
日
夜
、
当
会
会
議
室
に
お

い
て
、
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
農

芸
化
学
科

・
隅
田
裕
明
先
生
か
ら

「土

壌
微
生
物
の
活
動
に
依
存
す
る
自
然
の

浄
化
能
力
」
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が

っ
た
。
岩
石
の
風
化
で
で
き
た
土
砂
の
上
で
、

落
ち
葉
な
ど
が
微
生
物
で
分
解
さ
れ
る

と
、
腐
植
層
を
含
む
土
壌
が
形
成
さ
れ

る
。
そ
の
過
程

（断
面
図
で
解
説
）
で

は
微
生
物

・
水

・
空
気
を
含
む
土
壌
粒

子
の
構
造
に
よ
り
、
腐
植
層
で
の
吸
着
・

ろ
過
な
ど
の
物
理
的
浄
化
と
化
学
的
浄

化
の
ほ
か
に
、
微
生
物
の
生
物
的
要
因

も
加
わ

っ
た
土
壌
の
浄
化
機
能
が
働
い

て
い
る
。

土
壌
１
イ
に
含
ま
れ
る
微
生
物
の
菌

体
数
は
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
凍
土
で
も
３

５
０
０
い川
の
高
地
で
も
約
１
億
～
１０
億

だ
が
、
微
生
物
の
活
性
は
温
度
・水
分
・

酸
素
濃
度
に
敏
感
に
影
響
さ
れ
る
。
分

解
速
度
は
有
機
物
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
、
ま
ず
水
溶
性
の
も
の
、
次
い
で

タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
セ
ル
ロ
ー
ズ
と

遅
く
な
る
。
ト
イ
レ
ツ
ト
ペ
ー
パ
ー
は

落
ち
葉
と
主
成
分
が
同
じ
だ
か
ら
分
解

す
る
が
、
合
成
繊
維
を
含
む
テ
イ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
は
分
解
し
に
く
い
。
有
機

物
が
植
物
の
肥
料
成
分
に
変
化
す
る
仕

組
み
を
は
じ
め
、
土
壌
中
で
の
物
質
循

環
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
微
生
物
が
自
然

と
人
類
活
動
を
支
え
て
い
る
様
子
に
つ

い
て
要
領
よ
く
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

出
席
者
と
の
具
体
的
事
例
に
関
す
る
質

疑
応
答
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
日
本
は
雨
量

が
適
当
で
温
度
に
も
極
端
な
差
は
な
く

微
生
物
の
活
動
は
活
発
だ
か
ら
、
ブ
ナ

林
の
よ
う
な
豊
か
な
樹
林
帯
に
限
ら
ず
、

岩
場
や
砂
礫
地
の
よ
う
な
植
生
が
見
ら

れ
な
い
場
所
で
な
け
れ
ば
ど
こ
で
も
、

速
度
に
多
少
の
違
い
は
あ

っ
て
も
糞
尿

の
分
解
は
進
む
。
同
じ
場
所
に
繰
り
返

し
て
多
量
に
排
泄
す
る
よ
う
な
極
端
な

こ
と
を
し
な
い
限
り
、
人
間
の
排
泄
程

度
で
植
生
が
変
化
す
る
ほ
ど
自
然
は
脆

弱
で
は
な
い
。

登
山
者

一
人
ひ
と
り
が
植
生
の
茂
り

具
合
か
ら
浄
化
能
力
を
判
断
し
て
場
所

を
選
び
、　
一
カ
所
に
集
中
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
、
汚
物
や
紙
が
隠
れ
る
程

度
の
穴
を
掘
り
、
風
や
雨
で
露
出
し
な

い
程
度
に
土
を
か
ぶ
せ
て
微
生
物
と
接

触
さ
せ
る
よ
う
に
後
始
末
す
る
な
ど
、

マ
ナ
ー
に
従
っ
て
賢
く

〃野
グ
ソ
〃
し

た
ほ
う
が
下
手
に
山
小
屋
の
ト
イ
ン
に

集
中
す
る
よ
り
も
環
境
保
全
に
よ
い
、

と
理
解
で
き
る
よ
う
な
お
話
で
あ

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

〃花
金
〃
の
た
め
出
席
者
は

若
干
少
な
目
だ
っ
た
が
有
意
義
な
講
演

会
で
あ

っ
た
。

糞
尿
な
ど
の
分
解
に
要
す
る
時
間
や

水
場
と
排
泄
場
所
の
最
低
許
容
距
離
な

ど
の
具
体
的
数
値
を
聞
き
そ
び
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
値
は
条
件
に
よ
っ
て
大
幅
に

異
な
る
か
ら
、
簡
明
に
は
お
答
え
を
い

た
だ
け
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
思
う
。

（宮
津
　
公

一
）

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

―
地
域
か
ら
の
山
を
考
え
る
―

平
成
１３
年
度
の
支
部
事
務
局
担
当
者

会
議
が
２
月
２３
０
、
２４
日
０
、
全
国
の

支
部
事
務
局
担
当
者
２７
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。

一
日
目
の
会
場
は
水
道
橋
の
東
京
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
。
大
塚
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
こ
の
た
び
国
際
山
岳
年
日
本
委

員
会
の
事
務
局
長
に
就
任
し
た
江
本
嘉

伸
氏
に
よ
る
講
演

「国
際
山
岳
年
と
日

本
の
山
」
が
行
わ
れ
た
。

江
本
氏
は
、
国
際
山
岳
年
と
い
う
名

称
は
世
界
的
な
登
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
が

ち
だ
が
、
本
来
ふ
る
さ
と
の
山
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
「グ

ロ
ー
バ
ル
」
十

「
ロ
ー

カ
ル
」
＝

「グ

ロ
ー
カ
ル
」
、
「山
岳
」

と
い
う
よ
り
も

「山
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
地
域
の
山

や
、
次
世
代
に
伝
え
る
山
と
そ
の
文
化

お
よ
び
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
考
え
よ

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。
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う
と
話
さ
れ
、
各
支
部
の
国
際
山
岳
年

参
加
を
働
き
か
け
た
。

次
に

「支
部
活
動
を
考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
移

っ
た
。

基
調
講
演
と
し
て
、
ま
ず
福
井
支
部

の
船
田
洋
子
氏
か
ら
、
毎
年
福
井
支
部

で
行

っ
て
い
る
夏
休
み
の
親
子
立
山
登

山
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
あ
り

方
や
教
育
問
題
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

っ
た
。
次
に
静
岡
支
部
の
青
野
興
喜
氏
よ
り

海
外
登
山
を
行

っ
て
活
性
化
を
図
り
、

支
部
５０
周
年
行
事
と
し
て
韓
国
ソ
ラ
ク

山
に
行

っ
た
話
。
ま
た
、
宮
崎
支
部
の

荒
武
八
起
氏
か
ら
は
、
恒
例
の
宮
崎
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
が
、
地
元
の
小
学
校
の
生

徒
を
は
じ
め
７
０
０
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
や
、
月
例
山
行
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
協
力
な
ど

を
通
じ
、
会
員
の
獲
得
や
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
な
ど
を
行

っ
て
い
る
旨
が
報
告
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
子
供
た
ち
を
山
に
つ

れ
て
ゆ
く
活
動
を
中
心
に
、
北
海
道
支

部
の
感
動
的
な

「自
然
児
学
校
」
の
話

を
は
じ
め
、
各
支
部
の
活
動
が
披
露
さ

れ
、
若
い
人
を
参
加
さ
せ
る
た
め
の
努

力
や
高
齢
化
に
よ
る
運
営
の
難
し
さ
な

ど
が
話
さ
れ
た
。

最
後

に
進
行
役

の
高
原
理
事
よ
り

「各
支
部
と
も
活
性
化
に
向
け
て
そ
れ

ぞ
れ
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。
今
日
の
話
が
必
ず
し
も
全
支
部
に

適
応
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
の
支
部
、
と
い
う
よ
り
当
会
を
考

え

る
う
え

で
参
考

に
な
れ
ば
意
義
深

い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

終
了
後
、
近
く
の
料
理
店
で
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
江
本
氏
も
参
加
し
て

山
の
話
が
縦
横
に
行
き
交
い
、
楽
し
い

ひ
と
時
と
な

っ
た
。

翌
日
は
、
会
務
報
告
と
、
９
月
に
広

島
支
部
が
開
催
す
る
支
部
懇
談
会
の
説

明
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
協
力
依
頼
、
事

務
局
か
ら
の
お
願
い
、
昨
年
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
説
明
、
そ
れ
に
各

支
部
か
ら
の
質
疑
・要
望
な
ど
が
あ
り
、

昼
食
後
散
会
と
な

っ
た
。
（永
田
　
弘
太
郎
）

八
海
山
ス
キ
ー
集
会

集
会
委
員
会
の
主
催
す
る
恒
例
の
ス

キ
ー
集
会
が
２
月
９
～
Ｈ
日
、
八
海
山

で
開
催
さ
れ
た
。
長
年
八
方
尾
根
で
続

い
て
い
た
開
催
地
も
、
昨
今
は
志
賀
高

原
、
山
形
蔵
王
と
バ
ラ
エ
テ
イ
ー
に
富

み
、
参
加
す
る
楽
し
み
が
増
し
て
い
る
。

今
回
参
加
し
た
約
２５
名
の
面
々
の
中

に
は

「八
海
山
と
い
え
ば
お
酒
」
と
そ

そ

っ
か
し
く
思
い
込
ん
で
申
し
込
ま
れ

た
者
も
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
夕

食
と
そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
越
後
支
部

か
ら
参
加
の
会
員
よ
り
差
し
入
れ
ら
れ

た
銘
酒
を
は
じ
め
、
地
元
八
海
醸
造
寄

贈
の
搾
り
た
て
の
お
酒
な
ど
が
ず
ら
り

と
並
び
、　
一
同
大
い
に
堪
能
し
た
。

さ
す
が
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。
期
間

中
は
連
日
降
雪
下
で
の
ス
キ
ー
と
な

っ

た
。
深
雪
を
豪
快
に
滑
る
グ
ル
ー
プ
、

絶
対
に
転
ば
な
い
山
ス
キ
ー
ス
タ
イ
ル

で
ガ
ン
ガ
ン
飛
ば
す
人
、
華
麗
な
フ
ォ

ー
ム
で
板
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る

地域から山を考える支部事務局担当者会議

渋
い
人
な
ど
、
い
ず
れ
も
確
立
さ
れ
た

自
分
流
を
表
現
し
た
楽
し
い
ス
キ
ー
だ

っ
た
。
昨
年
の
蔵
王
で
の
骨
折
以
来
、

１
年
ぶ
り
の
ス
キ
ー
と
な

っ
た
私

（そ

の
折
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
）

も
安
全
を
心
が
け
、
楽
し
く
滑

っ
た
。

夕
刻
に
は

一
時
的
に
晴
天
と
な
り
、
宿

の
大
風
呂
か
ら
ゲ
レ
ン
デ
の
上
部
に
谷

え
る
八
海
山
の
雪
峰
を
眺
め
る
こ
と
も

で
き
、
大
満
足
。

最
終
日
は
、
有
志
が
泉
ビ
ー
ル
園
に

立
ち
寄
り
、
美
味
し
い
ビ
ー
ル
と
食
事

を
こ
れ
ま
た
堪
能
し
て
充
実
し
た
３
日

間
の
ス
キ
ー
集
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

（遠
藤
　
源
太
）

「ひとりでは行けない、

でも行きたい。」

それにお応えするのが

アルバインツアーの

山旅です

印月りl障グ」昇多どπ魔踊鶴″
E*,*ir*Elrsrftti*;4so +/ w)a*ft+i*B*Eat 6;:rrrel
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講
演
会
「山
の
雪
形
・雪
崩
」

■
雪
崩
の
実
験

緑
爽
会
は
２
月
２２
日
、
山
岳
会
に
防

災
科
学
研
究
所
の
納
口
恭
明
博
士

（日

本
雪
氷
学
会
総
務
委
員
長
）
を
招
き
、

雪
形

・
雪
崩
の
講
演
会
を
開
い
た
。

最
初
に
、
ジ
ャ
ン
プ
台

（大
倉
山
）

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
の
着
地
点
、
斜
度
２０
度
の

場
所
に
５
人
を
配
置
、
上
か
ら
数
十
万

個
の
ピ
ン
ポ
ン
球
を
ぶ
ち
ま
け
る
、
と

い
う
実
験
の

「実
験
開
始
時
」
「終
了
直

後
」
の
２
枚
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
、

実
験
当
時
の
模
様
が
語
ら
れ
た
。
軽
い

ピ
ン
ポ
ン
球
だ
が
、
大
量
に
流
れ
落
ち

る
威
力
は
想
像
を
絶
し
、
ビ
デ
オ
を
撮

っ
て
い
た
人
、
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立

っ
て
い
た
左
端
の
人
は
押
し
流
さ
れ
、

四
つ
ん
這
い
で
つ
か
ま

っ
て
い
た
３
人

も
擦
過
傷
、
摩
擦
に
よ
る
火
傷
な
ど
、

痛
い
思
い
を
し
た
と
い
う
。

次
い
で
長
さ
２
い川
近
い
底
が
平
ら
な

樋
状
の
道
具
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
砕

片

（‐

、り
以
下
）
を
流
し
、
約
２
０
０

分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
雪
崩
を
再
現
す
る

実
験
が
行
わ
れ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

砕
片
は
重
い
ペ
レ
ツ
ト
で
は
駄
目
で
、

発
砲
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
小
砕
片
を
流
す

の
が
、
実
際
の
雪
崩
の
様
相
に
近
い
と

い
う
。，
小
さ
い
雪
崩
は
速
度
が
遅
く
、

大
き
い
雪
崩
は
速
度
が
速
い
。
実
験
で

は
小
さ
な
雪
崩
の
後
か
ら
大
き
な
雪
崩

を
起
こ
し
、
小
さ
な
雪
崩
が
飲
み
込
ま

れ
る
様
相
な
ど
、
間
近
で
見
る
と
大
変

な
迫
力
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
小
学
生
に
話
す
た
め
に
作

っ

た
と
ぃ
ぅ
８

、り
ほ
ど
の
紙
製
の
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
人
形
を
１５
体
ほ
ど
持
参
さ
れ
、

雪
崩
と
競
争
さ
せ
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
人
形
は
小
学
生
だ

け
で
な
く
当
日
の
参
加
者
に
も
人
気
で

土
産
と
し
て
持
ち
帰

っ
た
人
も
多
か
っ

た
。こ
の
模
型
実
験
は
、
雪
崩
の
流
体
の

式
に
関
す
る
も
の
で
、
も
う

一
種
類
は

５０
考
×
３０
考
ほ
ど

の
長
方
体

の
透
明

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
函
に
、
透
明
と
自
の

比
重
の
異
な
る
液
体
を
満
た
し

「雪
崩

の
流
動
層
」
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
実
験
で
あ
っ
た
。
講
演
を
聴
い
た
松

丸
秀
夫
さ
ん
に
よ
る
と

「模
型
実
験
が

可
能
な
理
論
式
を
見
つ
け
た
。
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
理
論
式
に
沿
っ
た
模
型

実
験
の
や
り
方
を
見
つ
け
た
値
打
ち
の

あ
る
講
演
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

８０
年
代
に
聞
い
た
雪
崩
の
講
演
会
は

「雪
崩
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
あ

っ

た
が
、
納
口
博
士
の
講
演
は
最
新
の
研

究
成
果
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
の
雪
崩
の
知
識
で
は

「体
の
一
部

が
デ
ブ
リ
の
上
に
現
れ
て
い
る
か
、
全

身
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
か
が
、
生
死
を

分
け
る
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
の

模
型
実
験
で
見
る
と
、
高
速
で
流
れ
て

く
る
大
型
雪
崩
は
、
個
々
の
粒
子
が
流

体
の
性
質
と
固
体
の
性
質
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。
私
見
で
は
ト
ラ
ッ
ク
に
衝
突

さ
れ
る
ほ
ど
の
威
力
を
持

っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
巻
き
込
ま
れ
る
前
に
雪
崩

の
爆
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
助
か
る
こ

と
が
あ
る

一
方
、
デ
ブ
リ
に
埋
ま
る
か
、

出
て
い
る
か
以
前
の
問
題
と
し
て
、
大

型
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
た
だ
け
で
衝
突

の
シ
ョ
ッ
ク
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

■
山
の
雪
形
は
日
本
固
有
の
文
化

白
馬
岳
の
代
掻
き
馬
、
爺
ヶ
岳
の
種

蒔
き
爺
、
鹿
島
槍
の
鶴
な
ど
は
会
員
に

お
馴
染
み
の
雪
形
だ
が
、
納
口
博
士
に

よ
る
と

「雪
形
は
農
事
に
結
び
つ
い
た

自
然
科
学
の
研
究
テ
ー
マ
で
、
日
本
固

有
の
誇
る
べ
き
文
化
」
だ
と
い
う
。
い

ま
や
学
問
の
世
界
で
は
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ａ
は
世
界
語
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。

雪
形
の
写
真
で
は
田
渕
行
男
氏
が
有

名
だ
が
、
田
淵
氏
が
学
会
に
雪
形
で
研

究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
ら
、
世
界
的

に
有
名
に
な

っ
て
い
た
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
新
し
い
雪
形
の
発
見

・
発
掘
は
新

し
い
学
問
と
し
て
も

っ
と
研
究
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

納
口
博
士
は
筑
波
に
勤
務
す
る
前
は

長
岡
の
防
災
科
学
研
究
所
に
お
ら
れ
た

の
で
、
持
参
し
た
雪
形
の
写
真
は
越
後

の
山
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
粟
蒔
山

の
粟
蒔
き
婆
、
巻
機
山
の
日
輪
な
ど
の

ほ
か
、
利
尻
岳
の
猫
、
ま
た
、
長
岡
市

内
か
ら
は
川
の
字
が
現
れ
る
な
ど
珍
し

い
写
真
が
映
し
出
さ
れ
た
。
雪
形
は
５

月
上
旬
に
現
れ
る
例
が
多
い
が
、
「雪
形

の
出
現
が
遅
れ
る
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩

が
多
い
」
な
ど
雪
形
と
雪
崩
は
関
係
が

深
い
。
雪
形
は
、
昔
か
ら
農
事
に
利
用
さ
れ

て
き
た
雪
形
以
外
に
も
あ
る
は
ず
で
、

山
の
世
界
で
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
雪

形
を
発
見
し
て
、
ど
ん
ど
ん
と
発
表
し

て
も
ら
い
た
い
と
結
ん
だ
。

さ
ら
に
新
潟
地
震
で
有
名
に
な

っ
た

「液
状
化
現
象
」
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
水
、

砂
、
画
鋲
で
再
現
で
き
る
簡
単
な
装
置

を
披
露
さ
れ
た
。
山
に
は
直
接
関
係
な

い
が
面
白
い
実
験
で
あ

っ
た
。

大
変
興
味
深
い
講
演
で
あ

っ
た
。
筑

波
か
ら
重
た
い
実
験
道
具
を
１
人
で
担

い
で
こ
ら
れ
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
納
口
博
士
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
（関
口
　
貞
亨
）

(8)
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JAC
支部だより

薩
摩
半
島
の
開
間
岳
登
山

■
自
然
学
習
の
山
の
旅

２
月
定
例
山
行
は

「雨
水
」
を
過
ぎ

た
２
月
２３

ｏ
２４
日
、
菜
の
花
の
咲
き
乱

れ
る
鹿
児
島
県
薩
摩
半
島
の
南
端
、
開

聞
岳

（９
２
２
厨
）
と
野
間
岳

（５
９

１
厨
）
で
、
参
加
者
は
３１
人
で
あ

っ
た
。

県
外
へ
の
遠
征
登
山
と
な
る
と
、
参
加

者
の
誰
も
が
未
知
へ
の
期
待
感
が
先
行

す
る
。

２３
日
午
前
６
時
、
夜
明
け
に
う
な
が

さ
れ
た
よ
う
に
Ｊ
Ａ
ア
ズ
ム
を
快
適
な

バ
ス
で
出
発
。
霧
島
山
系

・
高
千
穂
峰

の
朝
の
輝
き
を
満
喫
し
て
参
加
者
の
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
。
車
中
は
ビ
デ
オ
を
使

っ

て
日
本
百
名
山
の
西
日
本
編
を
鑑
賞
し

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポートします。

登
高
意
欲
を
高
め
る
。
途
中
、
桜
島
Ｓ

Ａ
で
小
憩
の
後
、九
州
編
を
鑑
賞
し
た
。

誰
も
が
開
聞
岳

へ
の
関
心
は
強
く
、
私

語
も
な
く
学
習
す
る
姿
に
は
感
心
さ
せ

ら
れ
る
。
午
前
９
時
４０
分
、
登
山
口
に

到
着
。

１０
時
登
山
開
始
。
照
葉
樹
林
帯
に
入

る
。
今
回
は
自
然
保
護
指
導
員
の
石
井

久
夫
会
員
の
参
加
も
あ
り
、
植
物
、
野

鳥
に
つ
い
て
車
中
で
学
習
を
行
い
、
現

場
で
繁
茂
す
る
植
物
を
鑑
賞
し
な
が
ら

登
山
し
た
。標
高
１
０
０
Ｍ川
域
の
黒
松
、

２
０
０
～
３
０
０
μ
川
域
以
上
に
は
ア
カ

ガ
シ
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、

シ
ロ
タ
モ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
が
生
育
し
、

低
本
に
は
ア
オ
キ
、
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
、

イ
ソ
ヤ
マ
ア
オ
キ

（北
限
）
、
シ
ャ
リ
ン

バ
イ
、
イ
ズ
セ
ン
リ

ョ
ウ
の
ほ
か
、
シ

ダ
類
や
着
生
植
物
の
ノ
キ
シ
ノ
ブ
が
生

い
茂
る
生
態
に
も
出
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
イ
ヌ
ガ
シ
の
密
集
し
た
実
や

ア
オ
キ
の
赤
い
実
の
光
沢
は
、
疲
労
回

復
の
清
涼
剤
と
な

っ
た
。

■
神
話
の
山
に
登
る

開
聞
岳
は
日
本
百
名
山
の

一
つ
で
あ

る
が
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
が
な

く
、
山
を
ら
せ
ん
状
に

一
周
す
る
登
山

道
が
１
本
の
た
め
、
途
中
の
交
差
に
よ

る
ロ
ス
タ
イ
ム
も
あ

っ
た
が
、
交
差
に

よ

っ
て
交
わ
す
短
い
会
話
で
も
疲
労
回

復
の

一
助
に
な
る
。
百
名
山
を
目
指
す

登
山
者
が
多
い
の
に
は
驚
い
た
。仙
台
、

東
京
、
名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
な
ど
な

ど
、
遠
来
の
登
山
者
の
中
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮

城
支
部
、
東
海
支
部
の
会
員
も
い
た
。

Ｈ
時
４０
分
、
仙
人
洞
で
は
修
験
者
の

難
行
苦
行
を
思
い
つ
つ
１２
時
３０
分
山
頂

に
着
く
。
山
頂
の
展
望
は
３
６
０
度
、

ほ
し
い
ま
ま
に
風
景
を
堪
能
し
、
風
の

会
話
を
聞
き
な
が
ら
薩
摩
半
島
の
南
部

を
東
シ
ナ
海
ま
で
十
分
に
味
わ
う
。
山

頂
付
近
は
ユ
ズ
ル
ハ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
が
密

生
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
大
岩
が
点
在

し
て
野
趣
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
１５
時

登
山
口
に
無
事
下
山
。

山
川
港
近
く
の
旅
館
で
薩
摩
焼
酎
を

存
分
に
味
わ
い
、
明
日
の
野
間
岳
登
山

へ
の
夢
を
結
ぶ
。

２４
日
は
薩
摩
半
島
の
南
西
端
笠
沙
町

野
間
岳
に
登
山
し
た
。
哲
学
者
梅
原
猛

著

『天
皇
家
の

〃ふ
る
さ
と
〃
日
向
を

ゆ
く
』
で
宮
崎
と
と
も
に
脚
光
を
浴
び

て
い
る

「笠
沙
の
み
さ
き
」
の
野
間
岳

に
登
り
、
太
古
の
人
々
の
生
活
、
抗
争

の
あ
れ
こ
れ
を
思
い
、
１４
時
３０
分
笠
沙

町
を
出
発
。
往
路
を
経
由
し
て
１７
時
５５

分
宮
崎
Ｊ
Ａ
ア
ズ
ム
に
帰
る
。
県
外
へ

の
支
部
例
会
山
行
は
、　
一
昨
年
の
北
ア

ル
プ
ス
以
来
で
、
地
域
の
人
々
の
琴
線

に
触
れ
、
実
り
多
い
山
行
で
あ
っ
た
。

（井
野
元
　
繁
）

31人が登った開聞岳山頂で

山行記録集のほか、紀行。随筆・歌集・句集・詩集・写真集・記念誌などを、
お望みの形や様式でつくることができます。まずは、お気軽にご相談ください。

1攀詳しい資料をお送りします。お問い合わせ。お申し込みは一

TeL075・ 212・ 1320 Fax.075・ 212・ 1321

E・ ma‖ work@skyb:ue.ocn.neJp

自分の想いな
「本」にしません
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東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

千
葉
　
重
美

■
自
己
呼
吸
の
現
状
と
そ
の
可
能
性

「登
山
ほ
ど
厳
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
な

い
」
―

登
山
は
生
活
を
山
に
持
ち
込

む
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
通
説
は
崩
れ
て

い
な
い
が
、
必
ず
し
も
あ
た

っ
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
呼
吸
の
働

き
、
価
値
を
意
識
し
な
い
で
、
登
山
の

楽
し
み
だ
け
を
享
受
し
て
い
る
の
が
今

日
の
登
山
者
で
あ
る
よ
う
だ
。

登
山
中
に
呼
吸
が
崩
れ
る
と
疲
労
が

増
し
、
遭
難
の
遠
因
に
も
な
る
、
と
は

誰
も
が
う
な
ず
け
る
現
象
で
あ
る
が
、

登
山
中
の
疲
労
は
後
戻
り
が
き
か
な
い
。

蓄
積
疲
労
は
遭
難
の
呼
び
水
で
、
登
山

中
に
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
と
て
も
回

復
が
き
か
な
く
な

っ
て
く
る
。
登
山
に

お
け
る
疲
労
か
ら
は
逃
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
と
言

っ
て
甘
受
し
て
も
な
ら

な
い
。
う
ま
く
調
整
を
取
り
つ
つ
下
山

ま
で
持
ち
こ
た
え
て
い
く
こ
と
が
、
呼

吸
法
確
立
の
道
の
第

一
歩
で
も
あ
る
。

い
ざ
疲
労
感
が
現
れ
た
ら
、
そ
の
性
格
、

特
性
を
よ
く
つ
か
み
、
個
々
人
の
呼
吸

法
を
育
て
る
の
だ
と
自
覚
し
、
体
調
を

整
え
る
し
か
方
法
は
な
い
。

空
気
と
命
は
目
に
見
え
な
い
。
そ
の

理
由
は
、
空
気
と
命
は
人
間
に
と

っ
て

も

っ
と
も
大
切
な
も
の
だ
か
ら
、
誰
に

も
、何
に
も
傷

つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、

見
え
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
目
に
見
え
る
も
の
、
次
い
で
大

切
な
も
の
は
、
た
い
て
い
ぶ
つ
か
る
と

痛
い
か
ら
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

真
意
は
と
も
か
く
、
目
に
見
え
な
い

空
気
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
間
は
生
き
て

い
ら
れ
る
。
空
気
や
命
の
こ
と
を
考
え

ず
に
、
金
や
物
な
ど
物
質
に
と
ら
わ
れ

す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
空
気
中
の
酸
素

を
体
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
命
が
維

持
で
き
て
い
る
。呼
吸
は
命
に
と
っ
て
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
だ
。
食
物
は

１
カ
月
食
べ
な
く
て
も
生
き
て
い
ら
れ

る
。
水
が
な
く
て
も
数
時
間
は
生
き
ら

れ
る
。
し
か
し
、
呼
吸
は
わ
ず
か
数
分

断
た
れ
る
だ
け
で
生
命
を
維
持
で
き
な

い
。
呼
吸
の
営
み
は
人
間
の
命
そ
の
も

の
で
あ
る
。

呼
吸
に
は
、
外
呼
吸
と
内
呼
吸
の
二

種
類
が
あ
る
。
外
呼
吸
と
は
肺
で
行
う

呼
吸
の
こ
と
で
、
外
気
か
ら
酸
素
を
取

り
込
み
、
体
内
で
発
生
し
た
二
酸
化
炭

素
を
放
出
す
る
。　
一
般
に
呼
吸
と
は
こ

の
こ
と
を
指
す
。
外
呼
吸
を
営
ん
で
い

る
臓
器
を
呼
吸
器
と
い
い
、
鼻
、
喉
の

上
気
道
、
気
管
、
気
管
支
の
下
気
道
お

よ
び
肺
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
内
呼
吸
は
血
液
が
組
織
に
酸

素
を
放
出
し
て
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込

む
過
程
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
呼
吸
の

数
と
深
さ
は
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、
安
静
時
に

は
１
回
の
呼
気
に
よ
り
約
４
５
０

ＣＣ
の

空
気
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
呼
吸
数
は
１０

～
２０
／
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
基
準
に

自
分
の
呼
吸
量

（換
気
量
）
を
測
定
し

て
、
自
己
診
断
の
事
例
を
持
つ
よ
う
に

心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
登
山
環
境
情
報
と
人
間
本
能

２１
世
紀
を
迎
え
て

一
年
が
過
ぎ
た
。

２
０
０
２
年
は
国
際
山
岳
年
、
今
後
の

登
山
は
ど
う
な
る
の
か
。
冒
険

・
探
検

の
時
代
か
ら
各
自
の
自
己
挑
戦
が
中
心

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
高
年

・
熟
年
の
登

山
は
い
っ
そ
う
常
套
化
さ
れ
て
く
る
。

６０
歳
を
超
え
、
経
験
を
評
価
さ
れ
る
登

山
者
が
多
い
。
こ
の
歳
を
も

っ
て
の
新

人
も
多
く
な
ろ
う
。

た
だ
回
想
が
つ
き
ま
と
う
だ
け
で
、

こ
れ
と
い
っ
た
明
日
へ
の
想
い
を
語
り
　
∞

き
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

で
も
大
き
な
願
望
は
私
に
も
あ
る
。

２
年
後
に
消
滅
す
る
高
校
山
岳
部
の
夏

山
合
宿
に
同
道
し
た
。
自
馬
岳
を
大
雪

渓
か
ら
、
そ
し
て
栂
池
へ
の
道
で
あ
る
。

大
雪
渓
に
連
な
る
登
山
者
の
大
方
は
中

高
年
者
、
特
に
女
性
が
目
立

っ
た
。
私

ど
も
の
よ
う
な
高
校
生
の
パ
ー
テ
イ
ー

は
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
。

想
い
は
尽
き
な
い
。
自
然
に
君
臨
す

る
山
が
好
き
だ
か
ら
、
登
山
行
為
を
捨

て
切
れ
な
い
。
が
ゆ
え
に
、
自
然
の
中

で
し
ば
し
の
時
を
費
や
す
こ
と
を
継
続

さ
せ
、
自
ず
か
ら
継
承
し
て
い
け
る
人

生
を
最
後
ま
で
続
け
て
生
き
た
い
。
だ

一̈̈̈
一̈̈一̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈”̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈”̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
一̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈
翻̈
¨̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈
¨̈̈̈

”
登
山
と
呼
吸
（上
）
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¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈
短
歌

¨̈̈̈”̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈一̈̈̈̈
¨̈̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈

孫
に
伝
え
る

大
橋
　
克
也

急
坂
の
果
て
に
憩
い
が
展
け
ゆ
く
こ
の

辛
さ
を
ば
孫
と
登
り
ぬ

頂
へ
の
汗
し
た
た
ら
す
辛
さ
を
ば
孫
に

伝
う
る
そ
れ
だ
け
の
吾

猿
に
石
を
投
げ
る
な
と
孫
を
諌
め
た
る

斑
ら
雪
残
る
国
見
山
に
て

童
べ
唄
を
ま
じ
な
い
の
如
く
繰
り
返
す

蓋
き
ぬ
登
り
の
手
倉
山
に
て

だ
ら
だ
ら
と
単
調
な
坂
を
下
る
さ
え
歩

を
数
え
い
る
吾
と
気
付
け
り

＝̈
一■
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥＝一一
＝一一
＝一一
一
　

Ｌ
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■
り

　

＝
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山

始

二

〇

〇

三

年

畑
中
　
耕

一

山
旅
と
言
ふ
ま
で
も
な
し
山
入
り
や

山
は
じ
め
先
ず
腹
杵
ゆ
三
頭
山

凍
滝
や
水
鎮
ま
り
て
三
十
三
才

滝
壺
に
立
ち
上
が
り
け
り
大
氷
柱

大
寒
や
銀
河
の
凍
て
る
枯
木
山

冴
ゆ
る
月
蒼
き
巌
を
貫
く
や

か
ら
こ
そ
、
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
自

分
の
郷
に
戻
る
よ
う
に
、
年
甲
斐
も
な

く
母
の
懐
に
戻
る
よ
う
に
、
自
然
に
立

ち
か
え
る
の
だ
。
そ
れ
は
や
や
も
す
る

と
失
い
が
ち
な
人
間
性
の
原
点
に
戻
る

よ
う
で
、
都
会
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
者
に
は
、
自
然
の
中
の
登
山
活

動
こ
そ
が
安
息
で
あ
る
。

ま
だ
初
登
頂
か
ら
５０
年
と
経

っ
て
い

な
い
の
に
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
は
多
く
の

タ
イ
プ
の
人
た
ち
に
頂
上
を
明
け
渡
し

た
。
そ
れ
以
前
、
第
二
の
極
地
と
し
て

そ
の
ピ
ー
ク
は
人
々
に
恋
焦
が
れ
ら
れ

な
が
ら
１
０
０
年
近
い
歳
月
が
経

っ
た
。

初
登
頂
は
苦
心
の
末
の
明
け
渡
し
だ

っ

た
。と
こ
ろ
が
今
日
、
山
頂
か
ら
の
ス
キ

ー
滑
降
も
Ｂ
Ｃ
ま
で
５
時
間
と
短
縮
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
世
紀
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ト
は
改
善

開
発
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
人

間
の
探
究
心
も
重
要
で
、
興
味
本
位
の

通
俗
心
に
も
い
ま

一
つ
驚
か
さ
れ
る
。

七
大
陸
最
高
点
到
達
の

一
青
年
は
、

登
山
の
労
苦
と
は
か
け
離
れ
た
感
覚
で
、

ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
も
異
な
る
感
覚
で
、

そ
れ
ら
の
地
点
に
到
達
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
ま
さ
に

ｅ
ｌ
登
山
と
い
う
表
現

は
適
切
で
あ
る
。
新
し
い
人
間
の
行
為

が
、
自
然
の
厳
し
さ
、
人
間
の
積
年
の

労
苦
、
努
力
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
て
い
る
。

白
馬
大
雪
渓
は
久
方
ぶ
り
で
あ

っ
た

が
、
登
り
の
苦
し
み
は

一
向
に
変
わ
ら

な
か

っ
た
。
頂
上
か
ら
の
眺
望
の
感
激

も
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
そ

の
遠
望
に
は
あ
き
な
か

っ
た
。
登
頂
ま

で
の
疲
労
感
が
静
か
に
そ
の
場
で
消
散

し
て
い
く
よ
う
な
気
も
し
た
。

登
山
行
為
は
人
間
に
と

っ
て
合
理
的

な
安
息
行
為
で
は
な
い
が
、
そ
の
労
苦

が
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ
ど
、
自
然
の

中
で
の
行
動
に
は
心
か
ら
癒
し
て
く
れ

る
面
が
あ
る
。
人
は
不
合
理
と
も
思
え

る
登
山
行
為
を
、
疲
労
を
受
け
つ
つ
も

繰
り
返
し
味
わ
い
続
け
て
い
る
。
誰
と

て
人
に
頼
る
こ
と
な
く
自
ら
の
足
で
山

に
登
る
。

人
間
は
な
ぜ
走
る
の
か
。
そ
し
て
よ

り
速
く
を
基
本
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

見
れ
ば
、
か
な
り
厳
し
い
労
苦
を
課
さ

れ
て
い
る
の
が
登
山
で
あ
る
。
そ
の
労

苦
を
果
た
し
、
記
録
を
超
え
て
い
く
自

然
と
人
間
の
間
に
は
、
記
録
は
不
要
で
、

融
和
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
来
そ
の
登
山
行
為
に
変
化
は
な
い
が
、

新
た
な
登
山
情
報
に
よ

っ
て
、
人
間
本

能
が
ど
う
刺
激
を
与
え
ら
れ
、
変
化
し

て
い
く
の
か
、
興
味
の
も
て
る
課
題
で

あ
る
。

エベレスト 61

「山の本」春の新刊発売 !!

1970年 、 8千米峰の中で最難といわれたダウラギリ第 2

登に成功した著者が、61歳で憧れのエベレストに挑む。

久山喜久雄 著 四六判 180頁  本体 1,900円
木曽御嶽の東麓、雄大な自然と文化の脈打つ開田高原に

暮らす人々の姿 と四季の移ろいを綴る。

中野栄治 著 A5判  304頁  予価 2,800円
友ヶ島の序品窟から大和川の亀瀬までの葛城28品の峰と経

塚を辿り、修験道史料を実地検証した山岳信仰の研究書。

カラコルム・ヒンズークシュ登山地図
〔付〕カラコルム七 ンズークシュ山岳研究

A4変型判 上製美装ケース入 385ページ+B全判地図13葉

宮森常雄・雁部貞夫 共著
◎好評発売中 !! 定価 (本体33,000円 +税 )

川 400円A5半lj 280頁

ナ カニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京 都市左京区吉田二本松町2
丁el.075-751-121l Fax.075-751-2665
URL http://www.nakanishiya.co.jp/
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由
Ｔ
一黒江本

ボ
ッ
カ
と
い
う
表
現
が
英
語
に
あ
る

か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
ど
う
訳
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
。
大
体
、ボ
ッ
カ
す
る
、

と
い
う
概
念
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

３
月
２
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ェ
フ
イ

ー
ル
ド
で
英
国
山
岳
会
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

「ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
タ
イ
ル

・

ク
ラ
イ
ム
」
が
開
か
れ
た
。
ク
リ
ス

・

ボ
ニ
ン
ト
ン
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た

シ
ン
ポ
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヴ
ォ
イ

テ
ク

・
ク
ル
チ
カ
が

「フ
リ
ー
の
芸

術
」
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
シ
ル
ボ

・
カ
ー

ロ
が

「パ
タ
ゴ
ニ
ア
」
、
そ
れ
に
主
催

者
側
の
ダ
グ

・
ス
コ
ッ
ト
が

「展
望
」

の
テ
ー
マ
で
と
い
う
具
合
に
、
世
界
の

名
だ
た
る
ク
ラ
イ
マ
ー
が
登
場
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

日
本
か
ら
も
ひ
と
り
の
ク
ラ
イ
マ
ー

が
参
加
し
た
、
と
言
え
ば
想
像
は
つ
く

だ
ろ
う
。
そ
う
、
山
野
井
泰
史
だ
。

「国
く
の
α
多
一Ｄ
∞
∽
〇
一〇
」
と
タ
ィ
ト
ル
さ

れ
た
山
野
井
の
講
演
は
５０
分
、
チ
ョ
ー

オ
ユ
ー
や
Ｋ
２
で
の
、
ソ
ロ
登
攀
の
模

様
を
ス
ラ
イ
ド
ま
じ
り
で
報
告
し
た
。

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
ほ
ど
か
ど
う

か
は
別
と
し
て

「ヤ
ス
シ

・
ヤ

マ
ノ

イ
」
の
名
は
、
世
界
の
第

一
線
ク
ラ
イ

マ
ー
の
間
に
知
れ
渡

っ
て
い
る
。
本
人

の
講
演
は
、
シ
ン
ポ
の

〃目
玉
〃
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
ろ
う
。

場
内
が
湧
い
た
の
は
、
富
士
山
の
ボ

ッ
カ
の
仕
事
の
こ
と
を
、
山
野
井
が
話

し
始
め
た
時
だ
。

「私
は
富
士
山
で
ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い

る
」
と
言

っ
た
ら
、
聴
衆
は

一
斉

に

「え
え

っ
、
ポ
ー
タ
ー
？
ま
さ
か
」
と

怪
謝
な
反
応
を
示
し
た
。

「ガ
イ
ド
の

間
違
い
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

「い
や
い
や
、
ほ
ん
と
う
の
ポ

ー
タ
ー
の
仕
事
で
す
」
と
説
明
す
る
山

野
井
。
通
訳
は
い
な
い
の
で
英
語
で
の

や
り
と
り
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
は
、

山
野
井
の
よ
う
な
日
本
の
一
流
ク
ラ
イ

マ
ー
が
、
資
金
と
鍛
錬
の
た
め
に
仕
事

と
し
て
ボ
ッ
カ
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

信
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
、
山
野

井
の
話
に
皆
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
よ
う

だ
。

「多
分
、
一
番
受
け
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
と
、
本
人
は
後
に
語

っ
て
い
る
。

１
９
９
１
年
、
山
野
井
は
パ
キ
ス
タ

ン
の
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
（８
０
５
４
肝
）

に
登

っ
た
。
積
雪
期
の
富
士
山
の
ボ
ッ

カ
を
始
め
る
の
は
、
そ
の
時
帰
国
し
て

か
ら
で
あ
る
。
補
給
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

が
登
ら
な
い
冬
期
、
山
頂
の
測
候
所
ま

で
新
鮮
な
食
料
類
を
担
い
で
登
る
仕
事

だ
。
普
段
は
３０
キ
ロ
ほ
ど
だ
が
、
担
ぐ
だ

け
な
ら
１
０
０
キ
ロ
は
背
負
え
る
。
所
員

の
レ
ー
ダ
ー
観
測
の
仕
事
は
終
わ

っ
た

が
、
な
お
地
道
な
気
象
観
測
作
業
は
続

い
て
い
る
。
い
ま
で
は
ス
テ
ッ
プ
ひ
と

つ
ひ
と

つ
を
覚
え
て
い
る
ほ
ど
に
馴
染

ん
だ
ボ
ッ
カ

・
ル
ー
ト
を
こ
の
春
で
Ｈ

年
、
２
５
０
回
以
上
登

っ
た
。

講
演
の
中
で
、
山
野
井
が
困

っ
た
、

と
思

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
冬
富
士
の
状

態
を
説
明
す
る
際

「氷
点
下
３０
度
に
も

な
る
…
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
反
応
が
な
い
。
す
ぐ
に
英
国

で
は
、
気
温
は
、
摂
氏
で
は
な
く
、
華

氏
で
表
現
す
る
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
た
が
、
そ
の
場
で
華
氏
に
換

算
は
で
き
な
か
っ
た
。

「メ
ー
ト
ル
」

で
は
な
く

「フ
イ
ー
ト
」
を
使
う
国
だ

か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
も
起
き
る
の
で
あ

る
。
シ
ン
ポ
の
終
了
後
、
山
野
井
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
若

い
ク
ラ
イ

マ
ー
た

ち
と
ア
イ
ス

。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
。

「は
じ
め
、
英
語
で
講
演
な
ん

か
で
き
な
い
っ
て
言

っ
た
ん
で
す
け
ど
、

行

っ
て
み
て
よ
か
っ
た
。
山
の
こ
と
だ

か
ら
な
ん
と
か
通
じ
る
し
」

山
野
井
の
こ
と
は
、
３
月
末
発
行
さ

れ
た
ば
か
り
の

「」”
ｕ
”
”
①
∽
①
≧
リ
ヨ
①

Ｚ
①
ヨ
∽
」
第
２
号
に
も

「山
野
井
、
ク

ル
チ
カ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
に
新
ル
ー
ト
開

く
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

夏
、
目
指
す
ラ
ト
ッ
ク
ー
峰
北
壁
の
か

わ
り
に
、
妻
の
妙
子
を
ま
じ
え
ビ
ャ
ヒ

ラ
ヒ
中
央
峰
の
南
壁
を
登
攀
し
た
時
の

報
告
を
編
集
長
の
中
村
保
が
書
い
た
も

の
だ
。
世
界
の
登
山
界
に
と

っ
て
、
ク

ル
チ
カ
や
山
野
井
の
動
向
は
気
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
ら
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
報
告

だ

っ
た
。

と
こ
ろ
で

「」”
Ｕ
”
Ｄ
①
∽
①
≧
り
３
①
Ｚ
①

ヨ
∽
」
は
、
日
本
山
岳
会
が
昨
秋
か
ら

始
め
た
海
外
の
登
山
家
向
け
英
文
情
報

誌
で
あ
る
。
い
ち
い
ち
内
容
に
は
ふ
れ

な
い
が
、
よ
う
や
く
日
本
で
も
こ
う
い

う
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
た
か
、
と
感
慨

を
持

つ
。
日
本
の
登
山
の
世
界
が
怠

っ

て
き
た
こ
と
を
、
海
外
委
員
会
担
当
理

事
の
中
村
保
が
実
現
さ
せ
た
こ
と
の
功

績
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

中
村
は
、
中
国
横
断
山
脈
の
探
検
者
と

し
て
今
や
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

発
信
す
る
こ
と
と
は
何
か
。
ど
う
し

て
そ
れ
が
必
要
な
の
か
。
山
野
井
泰
史

の
ク
ラ
イ

マ
ー
と
し
て
の
生
き
方
と
中

村
保
の
仕
事
は
そ
れ
を
考
え
さ
せ
る
。

発信する、

ということ

シンポ会場での山野井 (も ちろん左)
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図書紹介
村
越
真

・
著

道
迷
い
遭
難
を
防
ぐ

『最
新
読
図
術
』

１４
歳
の
時
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
を
始
め
、
１９
歳
の
時
全
日
本
選
手
権

を
獲
得
、
以
後
１５
連
覇
。
世
界
選
手
権

に
１０
回
出
場
。
ア
ジ
ア

・
環
太
平
洋
チ

ヤ
ン
ピ
オ
ン
を
三
度
、
ベ
テ
ラ
ン
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
世
界
５
位
の
成
績
を

持

っ
て
い
る
著
者
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
の
第

一
人
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

父
母
の
影
響
を
受
け
小
学
生
の
頃
か
ら

山
に
も
親
し
ん
だ
。

そ
の
著
者
が
過
去
の
山
で
の
遭
難
事

故
の
原
因
を
調
べ
た
結
果
や
、
多
く
の

登
山
者
が
い
か
に
地
図
や
コ
ン
パ
ス
な

ど
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
用
具
を
使
う
技

術
を
疎
か
に
し
て
い
る
か
。
こ
の
現
状 イラスト 蜂谷益雄

に
対
す
る
答
が
本
書
で
あ
る
。

な
ぜ
山
で
道
に
迷
う
の
か
？
　
読
図

の
基
本
等
々
の
６
章
か
ら
構
成
さ
れ
、

実
例
を
あ
げ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
技
術
が
身
に
つ
け
ば
、
道

迷
い
だ
け
で
な
く
地
図
が
語
り
か
け
て

く
る
言
葉
が
理
解
さ
れ
、
山
歩
き
に
新

た
な
楽
し
み
が
広
が
り
、
か
つ
山
歩
き

が
ワ
ン
ク
ラ
ス
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
。
早
く
山
で
活
用
し
て
み
た
い
、
読

者
が
そ
う
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
著
者

は
期
待
し
て
い
る
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
競
技
は
、
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
な
け
れ
ば
出
場

で
き
な
い
が
、
山
登
り
は
そ
れ
が
な
く

て
も
登
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
再
確
認
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（茂
見
　
猛
）

２
０
０
１
年
１
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
１
８
９
ペ
ー
ジ
　
ー
７
０
０
円

甲
南
山
岳
部

・
甲
南
山
岳
会

・
編

『山
嶽
寮
』―
甲
南
山
薔
部
創
立

七
十
五
周
年
記
念
号
―

甲
南
山
岳
部
が
部
報
の
創
刊
号
で
高

ら
か
に

「ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
を
宣
言
し
、

近
代
登
山
を
歩
み
始
め
た
の
は
関
西
の

学
校
山
岳
部
で
は
早
い
ほ
う
で
あ

っ
た
。

今
回
の
記
念
号
は

「甲
南
山
岳
部
の

山
と
人
」
を
主
題
に
、
そ
の
７５
年
の
足

跡
を
回
顧
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
に

よ
る
と
、
今
回
の
記
念
号
で
は
部
史
的

な
編
纂
は
避
け
、
山
仲
間
が
炉
辺
で
共

通
の
話
題
を
語
り
合
う
よ
う
な
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
出
し
た
か
つ
た

と
述
べ
て
い
る
。

本
号
前
半
の

「山
岳
部
の
歩
み
」
の

章
で
は
、
旧
制
高
校
、
大
学
、
新
制
高

校
の
各
山
岳
部
の
動
静
、
行
事
、山
行
、

遠
征
な
ど
、
そ
の
時
代
の
重
要
な
項
目

が
抽
出
さ
れ
、
再
録
も
含
め
て
綴
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
と
、
今
回
新
た
に
作
成
さ
れ
た

詳
細
な

「年
表
」
と

「部
会
報
類
の
総

目
録
」
を
参
考
に
す
れ
ば
、
甲
南
山
岳

部

（会
）
の
足
跡
の
全
貌
が
ほ
ぼ
理
解

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
２１
世
紀
の
山
岳
部
と
い
う
テ

ー
マ
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
若
手

会
員
に
よ
る
座
談
会
で
、
今
後
に
お
け

る
山
岳
部
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
を

行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

後
半
の

「山
嶽
寮
」
の
章
で
は
副
題

の
炉
辺
諄
が
示
す
よ
う
に
、
形
式
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
山
岳
部

（会
）

７５
年
の
歩
み
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
部

（会
）
生
活
を
送

っ
た
者
が
、

山
や
人
と
の
交
流
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
気
ま
ま
に
綴

っ
た
も
の
で
あ
る
。

平
井
吉
夫
氏
の
特
別
寄
稿

「ク
リ
ス

テ
イ
ア
ン

・
フ
ツ
パ
ー
と
甲
南
山
岳

部
」
は
関
心
を
呼
ぶ
興
味
あ
る
読
み
物

と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
独
行
の
登

山
家
、
加
藤
文
太
郎
が
最
後
の
山
行
の

と
き
、
た
ま
た
ま
槍
平
小
屋
に
合
宿
し

て
い
た
の
が
甲
南
山
岳
部
員
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
こ
の
加
藤
文
太
郎
を
モ

デ
ル
に
し
た
新
田
次
郎
の
小
説

『孤
高

の
人
』
に
登
場
す
る
ド
イ
ツ
人
パ
ー
テ

イ
ー
が
フ
ッ
パ
ー
氏

一
行
で
あ

っ
た
こ

と
で
、
当
時
ド
イ
ツ
語
教
師
と
し
て
甲

南
高
校
へ
赴
任
し
て
い
た
フ
ッ
パ
ー
氏

を
、
関
連
資
料
を
取
り
入
れ
な
が
ら
追

跡
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

「甲
南
山
岳
部
の
山
と
人
」
を
テ
ー
マ
　
”

に
し
た
今
回
の
記
念
号
は
、
草
創
期
の
　
は

伊
藤

（思
）、
香
月
、
田
口
兄
弟
と
い
っ

た
異
色
の
先
輩
の
播
い
た
自
由
闊
達
な

気
風
を
今
も
伝
え
て
い
る
。（松
家
　
晋
）

二
〇
〇

一
年
十
月
　
甲
南
山
岳
会
発

行
　
三
七
三
ペ
ー
ジ
　
非
売
品

小
林
泰
彦

・
著

『日
本
百
低
山
』

雑
誌

『山
と
漢
谷
』
に
１
９
７
９
年

以
来
連
載
さ
れ
て
い
る
画
家
泰
彦
氏
の

名
文
と
名
画
の
低
山
徘
徊
、
２０
年
を
過

ぎ
た
今
日
も
、
そ
の
時
々
の
新
鮮
さ
で

連
載
さ
れ
て
い
る
。
の
ん
び
り
と
歩
い
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た
紀
行
文
、
そ
し
て
誰
か
が
そ
の
山
々

を
眺
め
て
い
る
絵
と
と
も
に
、
ど
こ
か

現
代
の
流
れ
を
超
え
た
日
本
の
里
山
の

の
ど
か
さ
が
漂

っ
て
い
る
。

本
書
は
そ
の
紀
行
文
約
３
０
０
回
に

も
お
よ
ぶ
中
か
ら
１
０
０
山
を
厳
選
し

１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者

は
選
定
基
準
と
し
て
、
標
高
１
５
０
０

い
月
以
下
、
知
名
度
の
高
い
山
、
日
帰
り

で
気
楽
に
楽
し
め
る
山
、
な
ど
と
し
て

い
る
が
、
結
局
は
自
分
で
気
に
入
り
、

記
憶
に
残

っ
た
山
々
を
選
ん
だ
よ
う
だ
。

東
京
で
は
高
尾
山
や
御
岳
山
な
ど
が
選

ば
れ
て
お
り
、
山
の
容
姿
よ
り
山
の
歴

史
や
伝
説
、
楽
し
く
面
白
い
山
に
重
点

を
お
い
た
と
い
う
。
全
国
、
北
は
ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
か
ら
南
は
開
聞
岳
ま
で

津
津
浦
浦
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

高
い
山
々
に
登
る
た
め
の
日
頃
の
低

山
訓
練
、
高
齢
と
な
り
近
隣
の
低
山
を

歩
い
て
み
た
く
な

っ
た
時
、
あ
る
い
は

週
末
ち
ょ
っ
と
裏
山

へ
出
か
け
た
く
な

っ
た
時
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
挿
絵
と
と

も
に
そ
の
山
の
楽
し
さ
を
の
ど
か
に
解

説
し
て
く
れ
る
書
。

他
に
類
の
な
い
独
特
の
書
と
し
て
座

右
に
置
き
、
徘
徊
す
る
こ
と
を
お
奨
め

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（林
　
栄

二
）

２
０
０
１
年
１２
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
２
４
７
ペ
ー
ジ
　
２
２
０
０
円

大
貫
金
吾

・
著

『限
り
な
き
オ
マ
ー
ジ

ュ
・富
士
山
』

―
四
〇
〇
回
ま
で
の
登
頂
記
録
―

富
士
登
山
４
０
０
回
の
快
挙
、
凡
庸

は
想
像
を
超
え
る
驚
異
で
あ
る
。
最
初

の
富
士
山
は
５５
年
、
２５
歳
の
時
に
６５
歳

の
母
と
と
も
に
登

っ
た
と
い
う
が
、
そ

の
素
質
を
受
け
継
い
だ
と
述
べ
て
い
る
。

「４
０
０
回
と
い
う
回
数
も
そ
う
だ
が
、

私
に
と
っ
て
は
記
録
文
を
残
せ
た
こ
と

も
幸
せ
、
帰
宅
後
二
～
三
日
中
に
必
ず

山
行
文
を
ワ
ー
プ

ロ
に
打
ち
込
む
。
こ

れ
は
意
外
に
楽
し
い
作
業
で
、
文
章
制

作
中
に
再
び
富
士
登
山
が
味
わ
え
た
か

ら
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

優
れ
た
写
真
と
と
も
に
、
周
囲
に
勧

め
ら
れ
て
本
に
ま
と
め
た
こ
と
は
自
然

の
成
り
行
き
で
喜
ば
し
い
。
本
の
制
約

で
、
全
体
の
４
割
が
記
録
と
し
て
紹
介

さ
れ
、
回
数
は
五
合
目
起
点
の
往
復
を

も

っ
て
１
回
と
し
、
１０
ル
ー
ト
を
四
季

を
通
じ
て
の
登
頂
で
あ
る
。
７９
年
の
６

回
目
か
ら
毎
年
登
山
と
な
り
、
９１
年
１

０
０
回
記
念
元
旦
登
山
、
９４
年
１０
月
２

０
０
回
、
９７
年
８
月
３
０
０
回
、
つ
い

に
４
０
０
回
は
昨
年
１０
月
総
勢
５１
名
の

記
念
登
頂
を
果
た
し
、
神
に
感
謝
。

話
題
の
多
い
百
名
山
は
９６
年
に
踏
破

し
て
い
る
。
富
士
登
山
は
今
後
も
続
け

ら
れ
、
周
辺
で
は
５
０
０
回
を
期
待
す

る
声
も
あ
る
よ
う
で
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
本
人
を
取
り
巻
く
応
援
の
層
が
厚

く
な

っ
て
い
く
。

本
書
は
富
士
登
山
が
時
系
列
に
記
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
変
化
す
る
状
況
を

デ
ー
タ
と
し
て
有
効
に
利
用
で
き
、
ガ

イ
ド
本
の
役
割
も
大
き
い
。（三
沢

一
三
）

２
０
０
１
年
１２
月
　
ュ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
発
行
　
３
１
８
ペ

ー
ジ
　
ー
８
０
０
円

菅
原
達
也

・
山
岳
句
集

『雪
線
交
響
』

宇
宙
、
地
球
、
山
、
そ
こ
に
存
在
す

る
森
羅
万
象
の
全
て
が
波
動
に
よ

っ
て

息
づ
い
て
い
る
。
人
の
生
命
の
営
み
も

ま
た
然
り
。
思
念
や
感
性
も
波
動
の
産

物
と
言
え
ま
い
か
。
こ
の
句
集
を
味
わ

い
な
が
ら
、
著
者
の
心
と
大
自
然
の
波

動
が
快
く
響
き
あ
い
、
溶
け
合

っ
た

ハ

ー
モ
ニ
ー
が
感
じ
と
れ
、
大
い
な
る
安

ら
ぎ
と
と
も
に
、
な
ぜ
か
懐
か
し
さ
さ

え
こ
み
上
げ
て
く
る
。

前
句
集

『登
攀
者
』
以
後
１０
年
間
の

登
山
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
作
品
を
ま

と
め
た
渾
身
の
俳
句
集
で
あ
る
。
登
山

の
臨
場
感
が
伝
わ
る
句
あ
り
、
ま
た
枯

れ
山
水
を
街
彿
と
さ
せ
る
深
遠
な
意
味

を
含
む
句
あ
り
、
３
１
１
句
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
心
象
世
界
を
遊
び
尽
く
し

た
よ
う
な
句
集
に
心
酔
し
、
癒
さ
れ
る

思
い
が
す
る
。
　
　
　
　
（村
井
　
葵
）

２
０
０
１
年
９
月
　
川
辺
書
林
発
行

１
９
１
ペ
ー
ジ
　
３
０
０
０
円

菊
地
俊
朗

・
著

『釜
ト
ン
ネ
ル
ー
上
高
地
の
昭
和
史
』

釜
ト
ン
ネ
ル
ー
通
称

・
釜
ト
ン
。
登

山
者
に
は

一
番
な
じ
み
が
深
い
ト
ン
ネ

ル
だ
ろ
う
。

「歩
く
と
意
外
に
急
だ
」

「上
高
地
側

の
出
口
が
雪
崩

の
巣
だ

っ

た
」
と
い
う
話
か
ら
、
「真

っ
暗
な
中
を

歩
く
と
、
パ
ー
テ
イ
ー
の
後
ろ
か
ら
二

番
目
が
消
え
て
い
る
」
と
い
う
怪
談
ま
　
ａ

が
い
の
噂
ま
で
、
釜
ト
ン
ネ
ル
に
ま

つ
　
Ｈ

わ
る
登
山
者
の
話
は
多
い
。
だ
が
、
そ

の
釜
ト
ン
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
記
録
に

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

開
通
年
で
さ
え
、
大
正
１３
年
説
か
ら
昭

和
８
年
説
ま
で
あ
る
と
い
う
。

本
著
は
電
源
開
発
と
と
も
に
進
め
ら

れ
た
釜
ト
ン
ネ
ル
開
削
の
経
過
、
バ
ス

運
行
の
苦
労
や
大
正
池
を
守
る
努
力
な

ど
を
、
地
元
の
経
済
や
生
活
と
の
か
か

わ
り
か
ら
描
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
。

著
者
の
前
作

『山
の
社
会
学
』
は
当
欄

で
紹
介
さ
れ
た
が
、
続
く
本
著
も
豊
富

な
デ
ー
タ
と
地
道
な
取
材
を
重
ね
て
、

さ
す
が
新
聞
人
ら
し
い
説
得
力
の
あ
る
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高山病予防と高所順応トレーニング

浅野 勝己

6000m以上の高峰登 山者 の43人 の うち 1

人は生還で きないことが、毎年繰 り返されて

いる。 この事実を深刻に受けとめ、何 として

も2.3%の致死率を低減 させ るために、登山

界はこの対策に真剣に取 り組 まねばならない

と考える。

高峰登山者の遭難死の主な原因である雪崩

および滑落 も、その根底には低酸素による高

所障害が関与 していることから、 とくに低酸

素環境に対する耐性 (防衛体力)を よリー層

高めることが重要な課題である。このための

対策の一つ として、高所順応 トレーニングの

意義が指摘 されて きている。そこで近年の研

究成果をもとに、本 トレーニングの高山病予

防に貢献す る可能性を2項 目について紹介 し

てみたい。

1。 浮腫発症の予防効果

急性 に6000m相 当高度 に滞在 し、30分間
の軽度ペダ リング運動を行った際の一流登山

者 と、一般登山者の内分泌応答 と尿量変化を

比較 した。その結果、一流登山者では運動後

のス トレス性ホルモンの副腎皮質刺激ホルモ

ン (ACTH)お よび抗利尿ホルモン (ADH)は、

その増加はわずかであ り、比較的多量の排尿

が見 られるが、一般登山者ではACTHお よび
ADHは顕著な増加 を示 し、尿量が極 めて少
ないことが明らかになった。

したがって、一流登山者では浮腫が起 こり

に くく、肺水腫などの高山病発症の リスクが

低いことが考 えられるのに対 し、一般登山者

では、その リスクの比較的高いことが不唆さ

れる。

そこで6000m相 当高度 において、 30分間
の軽度ペダ リング運動を約 3カ月間にわた り

8回行 う高所順応 トレーニ ングを行い、内分

泌応答を一流登山者 と一般登山者について比

較 した。

この結果、一流登山者では トレーニングの

初期には顕著な分泌克進を示すが、 トレーニ
ングの継続 とともにその応答は減弱化するこ

とが明らか となった。 これ らの成果から、一

定期間の高所順応 トレーニングは、低酸素環

境における運動時のス トレス性ホルモン、抗

利尿ホルモンを減弱化 して尿量増大をもたら

し、肺水腫や脳浮腫などの高山病の予防に貢

献する可能性が示唆される。

2.心血管系の改善効果
肺水腫の主要因は肺動脈圧の増大 とされて

いる。高所順応 トレーニングではこの肺動脈

圧の低減をもたらし、運動後、心拍数 と収縮

期血圧 との積の二重積 (心筋の酸素消費の指

標)を軽減 させることから、体内で もっとも
酸素不足に弱い心筋の耐性向上が期待される。

これ らの結果は、高峰での2.3%の致死率を

低減することに大 きく貢献するものと思われ

る。

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。
S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。
ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。

http://www.winedounco.jp/
トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。

メールマガジンもよろしく。

千葉 県印格郡 富里 町 日吉 台 5-10-7
・TEL:0476-93-2200
FAX:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞  ●フランス食
品振興協会 (ソペクサ)認定コンセイエ(小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
本
に
な

っ
て
い
る
。

「釜
ト
ン
ネ
ル
は
上
高
地
の

『衛
兵
』

で
あ
る
。
あ
の
狭
い
、
急
勾
配
の
一
方

通
行
ト
ン
ネ
ル
が
、
押
し
寄
せ
る
人
と

ク
ル
マ
の
大
群
に
立
ち
は
だ
か
り
、
８０

年
近
く
、
上
高
地
を
俗
塵
か
ら
守

っ
て

き
た
」
と
著
者
は
言
う
。

そ
の
釜
ト
ン
に
連
結
す
る
釜
上
ト
ン

ネ
ル
が
、
こ
の
夏
い
よ
い
よ
開
通
す
る
。

上
高
地
の

「衛
兵
」
と
し
て
の
役
割
は

ど
う
変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（三
好
ま
き
子
）

２
０
０
１
年
１２
月
　
信
濃
毎
日
新
聞

社
発
行
　
１
９
１
ペ
ー
ジ
　
ー
３
０

０

円

(15)
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ネバール、登山料の一部または全面廃止
5000～7000m台の60ピークが対象

このたび、在日ネパール王国大使館から、日

本山岳会会長宛に、ネパールの登山料の一部、

ないし全部の廃止を決定した旨、連絡がありま

した。

ネパール王国では2002～ 2003年、ネパー
ル観光誘致キャンペーン、エヴェレス ト初登頂

50周年記念、並びに2002年 国際山岳年に対応
して、40の ピークに課せ られた登山料の75%、
西部地方 にある20ピークの登 山料の全額廃止
を決め ました。期間は2002年 3月 か ら2005年
の向こう3年間、対象 となるピークを以下の表
で紹介 します。 (海外登山委員会・中村 保 )

1

2

3

4
5

6

7

8
9

10
11

12

13
14
15
16
17
18
19
20

Fimkof
Fimkof West
Raksha Urai
Surma-Sarovar, North
Api
Api West
Saipal
Saipal East
Jethi Bahurani
Bobaye
Nampa
Napma South
Mt. Rokapi
Mt. Korko
Mt.Roma
Mt.Dhaulagiri
Mt. Khiuri Khala
Mt.Nampa II
Mt.Nampa m

Mt. Yokopahar (Namp a 7)

登山料全額免除のビーク

6697m
6645
6593
6523
7132
7100
7031
6882
6850
6808
6755
6580
5467
6053
5407
6632
5806
6700
6618
6401

6150
6979
6248
6151
6799
6910
6631
6829

１

２

３

４

５

６

７

75%減額のビーク
Bhemdang Ri
Leonpo Gang (Big White Peak)
Gandharava
Gyalzen Peak
Bhairab Takura (Madiya Peak)
Nepal Peak
Phurbi Chyachu

9

10
11

12

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

32
33
34
35
36
37
38
39
40

Kirat Chuli (Tent Peak)
Urknmang
Kang Sar Kang
Baudha
Cheo Himal
Chobuje
Churen
Dhaulagiri II
Dhaulagiri m

Dhaulagiri V
Dhaulagiri VI

Ganesh V
Ganesh V
Tripura Hiunchuli
Himalchuli East
Himalchuli West
Himalchuli North
Hongde
Jagdula Peak
Shey Shikhar
Kangbachen
Kanjiroba
Khatang
Lamjung Himal
Lobuje West
Manapathi
Ngogumbakang
Shartse
Sisne
Tso Karpo
Lemgpo Peak (Piramid Peak)
Gvaiikane

73651n
6151
7485
6672
6820
6685
7371
7751
7715
7618
7268
7052
6986
6563
7893
7540
7893
6556
5764
6139
7903
6883
6782
6983
6145
6380
7743
7459
5849
6518
6954
7038

図書 受入報告 (2002年2月 )

著 者      書   名                      ベージ・大きさ 出版元    出版年 寄贈/購入別
山村正光     富士を眺める山歩き                  236pp/19cm 毎日新聞社   2001  出版社寄贈
東野良      ヒマラヤ・チベット縦横無尽:NHKカ メラマンの秘境撮影記 294pp/20cm 平凡社     2002  出版社寄贈
船木上総     凍る体 :低体温症の恐怖                204pp/20cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈
鹿野忠雄     山と雲と蕃人と:台湾高山紀行             438pp/22cm 文遊社     2002  出版社寄贈
北海道雪崩事故防止研究会(編)決定版・雪崩学 :雪山サバイバルー最新研究と事故分析   350pp/22cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈
権藤司 (編)    山から始まる自然保護:山の自然学クラブ会報(創刊)山の自然学講座録(No.9)178pp/30cm 山の自然学クラブ 2002  発行者寄贈
JAC高所登山研究委員会(編)日本人8側)m峰登頂者へのアンケート調査:体力・高所順化0高所技術に関して   161pp/26cm  日本山岳会'   2002  当会発行
菅原富喜     世界の高峰を歩く:写真紀行              152pp/15cm 無名舎出版   2002  著者寄贈
岡崎一夫     TWVの 50年 :東京大学ワンダーフォーグル部50年記念誌  307pp/30cm 東京大学ワングル部 2001  発行者寄贈
青山学院山岳部OB会 (編)山靴の跡 :青山学院大学体育会山岳部75年史       328pp/22cm 青山学院大学山岳部OB会 2001  発行者寄贈
川越皓充     北の三角点探訪 (第 1集)               104pp/26cm 北海道アルパインサービス 1995  著者寄贈
川越皓充・倉岡啓吉 北の三角点探訪 (第 2集)               120pp/19cm 北海道アルバインサービス 1997  著者寄贈
川越皓充・倉岡啓吉 北の三角点探訪 (第 3集)               112pp/19cm 北海道アルパインサービス 2000  著者寄贈
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渕

炒

緻

２
月
理
事
会

日
時
　
２
月
１３
日
ω
　
ｌ８
時
３０
分
～
２０

時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
芳
賀
、長
尾
、

村
井
各
副
会
長
、
西
村
、
今
村
、坂
井
、

高
原
、
朴
元
、
藤
本
、
高
遠
、
宮
下
、

鈴
木
、
黒
川
、
大
野
、
中
村
、
河
西
、

小
川
各
理
事
、
古
市
、
内
田
各
監
事
、

平
林
、
宇
田
川
、
宮
崎
、
鯵
坂
各
常
任

評
議
員

［委
任
］

松
原
、
鳥
居
各
理
事

◎
大
塚
会
長
よ
り

「創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
委
員
会
の
委
員
長
は
会
長
が

務
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
役
員
の
協
力

を
望
む
。
今
ま
で
の
１
０
０
年
を
次
の

１
０
０
年
に
有
効
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

皆
さ
ん
の
知
恵
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
。

【審
議
事
項
】

１
．

平
成
１３
年
度
海
外
登
山
基
金
の
助

成
に
つ
い
て
　
　
　
　
（村
井
副
会
長
）

４
隊
よ
り
申
請
が
あ
り
、
海
外
登
山

基
金
委
員
会
を
１
月
２２
日
開
催
、
審
議

の
結
果
次
の
３
隊
に
助
成
案
を
決
定
。

①
日
本
大
学
桜
門
山
岳
会
サ
ン
ル
ン
登

山
隊

・
助
成
金
額
５０
万
円

②
同
志
社
大
学
山
岳
会
チ
ベ
ッ
ト

。
ヤ

ル
ツ
ア
ン
ポ
河
源
流
域
登
山
隊

・
助
成

金
額
３０
万
円

③
日
本
山
岳
会
日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル

ム
踏
査

・
パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊

・
助
成

金
額
８０
万
円
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２
．
「山
の
ト
イ
ン
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
」
作

成
お
よ
び
配
布
　
　
　
（藤
本
、
河
西
）

登
山
者
の
排
泄
行
為
マ
ナ
ー
啓
蒙
の

た
め
、
標
記
ノ
ー
ト
を
作
成
し
配
布
し

た
い
。
ノ
ー
ト

（別
添
配
布
の
も
の
を

見
直
し
３
月
理
事
会
に
提
案
）
は
Ａ
６

版
１６
ペ
ー
ジ
、
７
月
完
成
、
予
算
は
６０

万
円
。
収
入
面
の
検
討
を
。
　

（承
認
）

３
．

東
チ
ベ
ッ
ト

・
念
青
唐
古
拉
山
脈

東
部
山
群
偵
察
に
つ
い
て
　
　
（中
村
）

中
村
他
２
名

（４
月
１８
日
～
５
月
２５

日
）
に
名
義
使
用
。
主
管
は
海
外
委
員

会
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
．

２
０
０
２
国
際
山
岳
年
　
（高
遠
）

国
際
山
岳
年
日
本
委
員
会
の
趣
意
書
、

規
約
、
名
簿
、
主
催
行
事
な
ど
を
別
添

資
料
に
よ
り
報
告
。
１
月
３１
日
東
京
で

開
催
さ
れ
た
国
連
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ラ
ム

「山
と
私
た
ち
」
の
報
告
。

２
．

役
員
改
選
に
関
す
る
改
善
策
検
討

資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
（西
村
）

平
成
１３
年
９
、
１０
、
Ｈ
月
理
事
会
で

継
続
審
議
、
Ｈ
月
評
議
員
会
、
１２
月
支

部
長
会
議
に
中
間
報
告
、
４
回
に
わ
た

る
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え
て

改
正
案
を
検
討
中
。
別
紙
改
正
案
は
３

月
理
事
会
で
ま
と
め
た
い
。

３
．

支
部
行
事
等
参
加
（長
尾
副
会
長
）

２
月
９
、
１０
日
開
催
の
九
州
５
支
部

合
同
会
議
へ
大
塚
会
長
と
出
席
。

４
．

資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
許
可
願

い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
（西
村
）

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
文
部
科
学
省

「観
光
週
間

（８
月
１

～
７
日
）
」
へ
の
協
賛
。

②
い
宮
崎
放
送
よ
り
２
月
２０
日
放
送
の

「九
州
遺
産

。
神
秘
の
山
　
祖
母
傾
国

定
公
園
」
に
Ｗ

ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
の
写
真
。

③
大
阪
大
学
山
岳
会
よ
り
『山
岳
』
７１
、

７２
号

・
ア
プ
サ
ラ
サ
ス
峰
の
記
事
を
創

立
５０
周
年
記
念
誌
へ
転
載
。

５
．

日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル
ム
踏
査
パ

ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊
へ
の
カ
ン
パ
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
（長
尾
副
会
長
、
西
村
）

発
起
人
は
長
尾
、
村
井
、
芳
賀
各
副

会
長
お
よ
び
西
村
総
務
担
当
常
務
理
事
。

ｌ
ロ
ー
万
円
、目
標
額
は
３
０
０
万
円
。

６
．

１
０
０
周
年
記
念
事
業
企
画
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
よ
り
報
告
　
　
　
　
（平
林
）

１
０
０
年
史
編
纂
委
員
会
よ
り
完
成

時
期
は

「２
０
０
５
年
９
月
は
努
力
目

標
と
す
る
」
と
の
話
が
あ
り
、
了
解
。

７
．

各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

①
２
１
１
号
室
の
利
用
等
に
つ
い
て
、

休
日

（土
、
日
）
利
用
は

「１
０
０
年

史
編
集
委
員
会
」
に
限
り
認
め
る
。
あ

ら
か
じ
め
渡
し
た
鍵
で
マ
ン
シ
ョ
ン
正

面
玄
関
よ
り
入
る
こ
と
。
臨
時
許
可
と

し
、規
定
等
の
変
更
は
し
な
い
。

②
５
月
１８
日
開
催
の
総
会
会
場
は
千
代

田
区
の

「東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
テ
ル
」
。

財
務
委
員
会

ｏ
村
井
副
会
長

①
４
～
１
月
末
ま
で
累
計
の
会
計
報
告
。

②
資
料
委
員
会

・
世
界
岳
都
都
市
会
議

特
別
企
画
展
、
自
然
保
護
委
員
会

ｏ
高

尾
の
森
の
収
支
個
別
監
査
は
３
月
初
旬
。

③
平
成
１４
年
度
収
支
予
算
書
案
お
よ
び

委
員
会
予
算
案
の
報
告
。
　
　
　
　
　
　
η

財
務

・
図
書
管
理
小
委

・
村
井
副
会
長
　
Ｈ

図
書
室
備
品
の
廃
棄
、
移
動
、
新
規

購
入
に
つ
い
て
報
告
（別
紙
参
照
）。

会
報
編
集
委
員
会

・
今
村

『山
』
２
月
号
巻
頭
は
織
内
名
誉
会
員

の
「山
と
人
と
本
」
。
「Ｋ
２
（南
南
東
リ

ブ
）
登
山
隊
１
９
９
６
報
告
書
」
に
関
す

る
裁
判
の
経
緯
お
よ
び
高
裁
判
決
の
謝

罪
文
を
掲
載
。
あ
と
が
き
で
今
後
こ
の

件
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
を
明
記
。

高
所
登
山
委
員
会

・
坂
井

報
告
書

「８
０
０
０
Ｍ川
峰
登
頂
者
は

語
る
」
を
１
部
２
０
０
０
円
で
販
売
。

海
外
委
員
会

・
中
村

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｏ
日
山
協
主
催

「第

止
壼
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４０
回
海
外
登
山
技
術
研
究
会
」
を
２
月

２３
、
２４
日
に
山
梨
県
の
富
士
学
園
で
、

英
国
山
岳
会
主
催

「ア
ル
パ
イ
ン

・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
２
」
を
３
月
２
日

シ
ェ
フ
イ
ー
ル
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。

②
英
国
山
岳
会
の
近
況
報
告
。

③
海
外
委
員
会
委
員
の
追
加
委
嘱
と
し

て
倉
知
敬
氏
の
報
告
が
あ
り
、
了
承
。

１
０
０
年
史
編
纂
委
員
会

・
高
遠

編
纂
委
員
会
委
員
の
追
加
委
嘱
と
し

て
児
玉
茂
氏
の
報
告
が
あ
り
、
了
承
。

山
岳
編
集
委
員
会

・
高
遠

『山
岳
』
９６
号
に
追
悼
文
を
記
載
さ
れ

た
五
十
嵐
篤
雄
前
越
後
支
部
長
の
遺
族

よ
り
寄
付
が
あ

っ
た
。

医
療
委
員
会

ｏ
大
野

１
月
２９
日
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ

テ
ル
で
当
委
員
会
を
開
催
。
阿
部
岳
氏

の
講
演

「ス
ズ
メ
バ
チ
栄
養
液
に
み
ら

れ
る
ア
ミ
ノ
酸
混
合
物
の
機
能
性
」
。

８
．

そ
の
他

①
日
山
協
主
催
の
国
際
山
岳
年
記
念
事

業

「ク
ル
ト

・
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
講

演
と
映
画
の
タ
ベ
」
を
２
月
２２
日
午
後

６
時
半
よ
り
開
催
の
案
内

（資
料
）
。

②
２
月
１６
日
の
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
パ

ー
テ
イ
ー
に
は
芳
賀
副
会
長
が
出
席
。

③
黒
川
理
事
よ
リ
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館

の
１
月
１７
日
現
在
の
状
況
報
告
。
屋
根

も
架
か
り
外
壁
は
完
成
し
て
い
る
。
ガ

ラ
ス
も

一
部
付
い
て
い
る
が
内
装
の
床

工
事
は
未
だ
。
５
月
下
旬
に
仮
開
所
式

を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

■
会
員
異
動

物
故
加
藤
博

一

（７
０
０
０
）

赤
松
　
光

（９
４
９
１
）

長
島
春
雄

（１
２
０
５
）

磯
部
幸
則

（６
６
９
６
）

小
林
雄
次
郎
（３
９
７
５

退
会
日
本
放
送
協
会
山
岳
部

（２
３
９
９
）

東
京
三
菱
銀
行
山
岳
部

（３
４
７
０
）

清
水
迪
男

（７
０
３
０
）

小
日
祥
右

（８
９
８
０
）

小
野
季
子

（１
０
０
２
６
）

関
口
忠
利

（１
１
０
３
５
）

渡
辺
朋
幸

（１
１
６
４
５
）

林
　
正
則

（１
２
６
３
４
）

山
本
義
教

（１
２
６
５
８
）

谷
　
静
江

（１
３
１
４
２
）

篠
田
憲

一

（１
３
１
４
５
）

輻
塚
靡
隕
鰈

２

月

２

日

４

日

５

日

02 02 02 02 01

222212

16114231

評
議
員
会
　
９６
同
期
会

集
会
委
員
会

山
岳
団
体
自
然
保
護
連
絡
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

６

日

１３

日

１４

日

２７

日

２８

日
12 8 7
日 日 日

20 19
日 日

18 15
日 日

26 25 24 22 21
日 日 日 日 日

lNFORMA丁 10N

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
９７
同
期
会

高
尾
の
森
づ
く
り
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

０１
同
期
会

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
集
会
委
員
会
　
休
山

会
　
つ
く
も
会

山
研
運
営
委
員
会
　
長
期
改
善

計
画
策
定
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

山
の
自
然
学
研
究
会

科
学
委
員
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会

総
務
委
員
会

二
火
会
　
００
同
期
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
三

水
会
科
学
委
員
会
　
９８
同
期
会

緑
爽
会

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

山
岳
団
体
自
然
保
護
連
絡
会

自
然
保
護
委
員
会
　
９５
同
期
会

９６
同
期
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
つ

く
も
会

青
年
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

２
月
来
室
者
６５２
名

◆
新
会
員
を
対
象
と
し
た

「徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

・
信
濃
支
部

信
濃
支
部
主
管
で
行
わ
れ
る
ウ

ェ
ス

ト
ン
祭
も
５６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
徳

本
峠
か
ら
上
高
地
に
入
り
山
研
に
１
泊
。
鉤

翌
日

「碑
前
祭
」
に
参
加
し
ま
す
。
新
　
ｍ

会
員
の
仲
間
作
り
を
手
助
け
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
１
日
０
～
２
日
０

費
用
　
１
万
円

（山
研
１
泊
２
食
、
午

餐
会
、
障
害
保
険
料
含
む
）

現
地
集
合

・
解
散

参
加
対
象
会
員
　
平
成
１３
年
４
月
か
ら

平
成
１４
年
３
月
末
入
会
の
会
員

２０
名
限
定

申
込
　
５
月
１５
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

会
員
番
号
、連
絡
先
、電
話
を
明

記
し
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
坂
本
正
智
宛

（〒
２
０
６
‐

０
０
３
１
　
多
摩
市
豊
ケ
丘
６

‥
２
‥
５
‐
１
０
２
　
肌
＆
ｈ

5nrru r cH
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申 費 解
込 用 散

14 13 12
日 日 日

０
４
２
‐
３
７
３
ｉ
３
２
３
８
）

＊
申
込
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
探
索
山
行

「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
塩

の
道
を
学
習
す
る
」
　

科
学
委
員
会

日
時
　
６
月
８
日
０
～
９
日
０

場
所
　
糸
魚
川
沿
い
　
大
網
峠

講
師
　
小
疇

（こ
あ
ぜ
）
尚
氏

（明
治

大
学
教
授
）

費
用
　
１
万
８
千
円

（予
定
）
（宿
泊

・

バ
ス
代
を
含
む
）

集
合
　
新
宿
駅

宿
泊
　
下
里
瀬

（く
だ
り
せ
）
温
泉
サ

ン
テ

・
イ
ン
小
谷

定
員
　
先
着
４０
名

申
込
　
５
月
２０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

・
フ

ァ
ッ
ク
ス

・
ｅ
メ
ー
ル
で
丸
山

修

一
宛

（〒
１
０
２
‐
０
０
７

２
　
千
代
田
区
飯
田
橋
２
‐
９

‥
４
‐
１
０
０
５
　
ｈ
０
３
‐

５

２

１

２

‥
７

０

３

６

　

ｅ
メ

ー
ル

・
π
”
∞
算
〔Ｃ
◎
」”
９
０
「
・」υ
）

＊
申
込
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

＊
概
要
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「科

学
委
員
会
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
２
０
０
２
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

北
海
道
支
部
と
共
催
し
、
国
際
山
岳

年

・
山
岳
エ
コ
ー
リ
ズ
ム

・
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
北
海
道
で
開
催
。

日
程
　
７
月
１２
日
０
～
１４
日
０

△バ
担
物

旱ノ
ーー
↓γ

ホ
テ
ル
大
雪

（層
雲
峡
）
集
合

大
雪
山
登
山
　
夜
懇
親
会

ホ
テ
ル
に
て
集
会
、
終
了
後
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
移
動

上
川
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

山
岳
自
然
環
境
へ
の
私
た
ち

の
イ
ン
パ
ク
ト
と
こ
れ
か
ら
の

自
然
環
境
保
全
の
あ
り
方

午
後
自
由
解
散

２
万
９
千
円

５
月
１５
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
川

越
尚
子
宛

（〒
１
８
５
‐
０
０

１
１
　
国
分
寺
市
本
多
３
‐
７

‥
３１
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
第
４０
回
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会

山
梨
支
部

第
３
代
会
長
木
暮
理
太
郎
翁
を
偲
ぶ

碑
前
祭
も
４０
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も
新
緑
の
金
山
平
で
盛
大
に
碑
前

祭
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
２５
日
０
～
２６
日
０

場
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町
金
山

平

交
通
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
韮
崎
駅
下
車
、
増

富
温
泉
行
き
バ
ス
終
点
下
車
、

徒
歩
９０
分

（タ
ク
シ
ー
あ
り
）

宿
泊
　
金
山
平
　
有
井
館

（肌
０
５
５

１
‥
４
５
‥
０
６
３
２
）

２５
日
　
１８
時
よ
り
懇
親
会

２６
日
　
碑
前
祭
　
そ
の
後
瑞
惜
山
、
カ

ン
マ
ン
ボ
ロ
ン
周
辺
散
策

費
用
　
１
万
円

（懇
親
会
、
記
念
品
、

１
泊
３
食
、
酒
肴
を
含
む
）

申
込
　
山
梨
支
部
事
務
局

・
小
宮
山
宛

（肌
０
５
５
‐
２
７
５
‥
３
１

２
７
　
ｅ
メ
ー
ル

「ヨ
π
澪
Ｎ

Ｏ
卜
ω
◎
ヨ
σ
ニ
ュ
〇
ヨ
①
σ
・コ
①
・Ｕ
）

◆
第
２４
回
山
行

「残
雪
の
南
ア
ル
プ
ス

散
策
」
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
も
会

日
時
　
５
月
Ｈ
日
ω
～
１２
日
０

集
合
　
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
南
口
７
時
４０
分

宿
泊
　
北
沢
峠
　
長
衛
荘

会
費
　
１
万
５
千
円
（宿
泊

・
交
通
費
）

装
備
　
雪
山
初
級
レ
ベ
ル
の
装
備

申
込
　
４
月
３０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て

鈴
木
進

一
郎
宛

（〒
１
７
８
‥

０
０
６
２
　
練
馬
区
大
泉
町
３

‐
１９
‥
２３
　
肌
０
３
‐
３
９
２

４
‐
７
２
４
４
）

◆

「鳴
虫
山
に
シ
ロ
ヤ
シ
オ
を
訪
ね
て
」

９６
同
期
会

日
時
　
２
０
０
２
年
５
月
１８
日
０

山
名
　
鳴
虫
山

（栃
木
県
　
日
光
）

集
合
　
東
武
日
光
駅
改
札
口
９
時
２０
分

浅
草

（東
武
線
）
７
時
１０
分
発

「快
速
東
武
日
光
行
き
」
９
時

Ｈ
分
　
東
武
日
光
着

（進
行
方

向
２
両
目
に
乗
車
）

コ
ー
ス
　
日
光
↓
天
王
山
神
社
↓
神
主

山
↓
鳴
虫
山
↓
合
方
↓
独
標
↓

含
満
淵
↓
総
合
会
館
↓
日
光

（約
４
時
間
）

申
込
　
４
月
３０
日
ま
で
に
辻
橋
明
子
宛

（〒
１
０
６
‥
０
０
３
２
　
港

区
六
本
本
７
‥
５
！
Ｈ
‐
６
１

２
）

◆
第
１７
回
懇
親
山
行
　
　
　
９２
同
期
会

同
期
会
結
成
１０
周
年
の
記
念
山
行
。

日
時
　
５
月
２５
日
０
　
雨
天
決
行

場
所
　
上
高
地

「さ
ん
け
ん
」

集
合
　
さ
ん
け
ん
に
２５
日
１７
時

申
込
　
５
月
１０
日
ま
で
に
召
田
俊
雄
宛

（肌
０
４
８
‥
７
７
２
‥
８
３

４
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

◆
牧
潤

一
「山
の
ベ
ン
画
と
風
景
展
」
　

は

日
時
　
５
月
１４
日
ω
～
１９
日
０

午
前
Ｈ
時
～
１８
時
３０
分

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（中

央
区
銀
座
４
‐
１
０
１
　
肌
０

３
‥
３
５
６
７
‥
１
６
７
１
）
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